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高
山
市
の
海
外
戦
略
に
学
べ
！

国
際
化
施
策
の
新
た
な
デ
ザ
イ
ン

　
日
本
の
急
激
な
少
子
高
齢
化
、人
口
減

少
や
、経
済
活
動
の
低
迷
な
ど
厳
し
い
状

況
に
加
え
、情
報
、金
融
、物
流
な
ど
の
分

野
に
お
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
が
押
し
寄

せ
て
い
る
。そ
う
し
た
経
済
や
社
会
の
変
化

に
い
ち
早
く
対
応
す
る
た
め
に
、高
山
市

は
、総
合
的
に
海
外
に
向
け
た
施
策
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、平
成
23
年
４

月
、市
の
行
政
組
織
内
に
海
外
戦
略
室
を

設
置
し
た
。

　
海
外
戦
略
室
の
設
置
の
背
景
に
は
、市

外
か
ら
外
貨
を
で
き
る
だ
け
稼
ぎ
、稼
い
だ

外
貨
を
い
か
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
充
て
る
か

と
い
う
都
市
の
戦
略
が
あ
っ
た
。

　
高
山
市
は
、平
成
17
年
２
月
に
周
辺
９

町
村
と
合
併
し
、日
本
一
広
い
市
が
誕
生
し

た
。面
積
は
東
京
都
と
ほ
ぼ
同
じ
２
１
７

７
・
６
７
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、そ
の
う
ち

92
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
は
森
林
が
占
め
て
い
る
。

合
併
当
時
の
人
口
は
約
９
万
７
０
０
０
人

だ
っ
た
が
、現
在
は
約
９
万
３
０
０
０
人
と

減
少
し
て
い
る
。そ
し
て
、合
併
に
よ
る
特

例
期
間
が
平
成
27
年
度
で
終
わ
る
こ
と
に

よ
り
、交
付
税
が
純
減
さ
れ
、平
成
32
年
度

に
は
お
よ
そ
50
億
円
の
減
額
が
試
算
さ
れ

て
い
る
。こ
れ
は
現
在
の
高
山
市
の一般
会

計
の
１
割
強
に
相
当
す
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、市
役
所
の
事
業
部
署

は
、市
民
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
財
源
を
確
保

す
る
た
め
、市
内
の
事
業
者
へ
の
支
援
を
通

し
て
、経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う
役
割

を
担
い
、そ
の
役
割
を
果
た
す
に
は
、誘
客

促
進
に
し
て
も
、物
販
支
援
に
し
て
も
、海

外
や
国
内
を
問
わ
ず
、い
か
に
外
貨
を
稼
げ

る
か
と
い
う
こ
と
が一つ
の
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
と
い
う
共
通
の
認
識
が
あ
っ
た
。

　
海
外
戦
略
室
の
設
置
と
同
時
に
、現
在

は
日
本
政
府
観
光
局（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）の
本
部

に
１
名
、香
港
と
パ
リ
事
務
所
に
そ
れ
ぞ
れ

１
名
、日
本
貿
易
振
興
機
構（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ

Ｏ
）の
本
部
に
１
名
の
計
４
名
を
派
遣
し
て

い
る
。そ
れ
ま
で
研
修
を
目
的
と
し
て
い
た

も
の
を
戦
略
派
遣
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
。こ
れ
ら
の
職
員
は
、派
遣
先
の
仕
事
を

こ
な
し
な
が
ら
、ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
、本
庁
の
職
員
や
部
署
と
連
携

し
、国
内
外
で
関
係
事
業
者
や
機
関
に
対

し
て
、日
々
、高
山
市
の
営
業
活
動
を
行
って

い
る
。

　
ま
た
、商
工
、観
光
、農
政
、市
民
活
動
と

いっ
た
関
係
部
署
と
は
、常
に
情
報
を
共
有

し
、連
携
し
て
事
業
を
実
施
す
る
と
い
う
体

制
も
で
き
て
い
る
。

　
海
外
戦
略
室
の
役
割
は
、市
長
に
よ
る

積
極
的
な
国
内
外
で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と

そ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、国
や
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
誘
客
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
製
作
。誘

客
と
物
販
を
組
み
合
わ
せ
た
取
り
組
み
の

強
化
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
、他

の
地
域
や
自
治
体
の
観
光
資
源
の
積
極
的

な
Ｐ
Ｒ
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。東
日

本
大
震
災
や
超
円
高
と
い
う
逆
風
の
中
で

の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
が
、震
災
の
影
響
も
落

ち
着
き
、円
安
が
外
客
誘
致
へ
の
追
い
風
に

も
な
る
中
、こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
成
果

に
移
せ
る
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

　
今
号
で
は
、彦
根
の
国
際
化
施
策
の
新

し
い
デ
ザ
イ
ン
を
、高
山
市
の
こ
れ
ま
で
の

取
組
に
学
び
た
い
。

海
外
戦
略
室
の
役
割

記
事
協
力 

高
山
市
役
所 

海
外
戦
略
課  

畑
尻 

広
昌
氏　
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高
山
市
は
、東
に
槍
ヶ
岳
、乗
鞍
岳
、穂
高

連
峰
な
ど
の
飛
騨
山
脈（
通
称
、北
ア
ル
プ

ス
）を
、西
に
白
山
連
峰
な
ど
の
山
岳
に
囲

ま
れ
日
本
の
ほ
ぼ
中
央
、岐
阜
県
の
北
部
に

位
置
し
て
い
る
。四
季
の
変
化
に
富
ん
だ
豊

か
な
自
然
や
温
泉
資
源
、日
本
三
大
美
祭
の

一つ
と
称
さ
れ
る
高
山
祭
、江
戸
時
代
の
面

影
が
今
な
お
残
る
古
い
町
並
み
な
ど
の
素

晴
ら
し
い
伝
統
文
化
に
も
恵
ま
れ
、年
間
を

通
じ
て
日
本
人
の
み
な
ら
ず
多
く
の
外
国

人
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

　　
高
山
市
は
、①
国
際
観
光
の
推
進
、②
地

場
産
品
の
海
外
販
路
開
拓
の
ほ
か
、③
多
様

な
国
・
地
域
・
都
市
と
の
交
流
を
先
進
的
に

推
し
進
め
て
き
た
。

① 

国
際
観
光
の
推
進

　
昭
和
61
年
３
月
、飛
騨
地
域
１
市
19
町

村
が
国
か
ら
国
際
観
光
モ
デ
ル
地
区
の
指

定
を
受
け
、全
国
に
先
駆
け
て
国
際
観
光
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。同

年
４
月
に
は
国
際
観
光
都
市
宣
言
を
行
い
、

以
来
、市
内
の
表
示
看
板
の
多
言
語
化
、宿

泊
施
設
や
飲
食
店
と
い
っ
た
観
光
関
連
施

設
従
事
者
を
対
象
に
、「
お
も
て
な
し
研
修

会
」を
開
催
。11
言
語
に
よ
る
観
光
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
開
設
、６
言
語
７
種
類
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
、「
外
国
人
が
安
心
し
て

ひ
と
り
歩
き
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指

し
、各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
る
。

　
ま
た
、飛
騨
地
域
は
、金
沢
市
、白
川
村
、

南
砺
市
、松
本
市
と
いっ
た
周
辺
の
自
治
体

と
連
携
し
た
誘
客
活
動
の
ほ
か
、日
本
政
府

観
光
局（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）に
職
員
を
派
遣
し
て

情
報
収
集
や
分
析
を
進
め
る一方
、海
外
で

開
催
さ
れ
る
旅
行
博
覧
会
へ
参
加
す
る
な

ど
、積
極
的
に
海
外
に
お
け
る
誘
致
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
努
力
が
実
り
、世
界
に
名
高

い
フ
ラ
ン
ス
の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
社
の
実
用
旅
行

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、古
い
町
並
み
や
高
山

祭
、田
園
風
景
、多
国
語
に
対
応
し
た
案
内

表
示
な
ど
が
評
価
さ
れ
、一度
は
訪
れ
る
べ

き
観
光
地
と
し
て
最
高
評
価
の
三
つ
星
に

輝
き
、世
界
的
に
も
注
目
を
浴
び
る
都
市

と
な
っ
た
。

　
外
国
人
観
光
客
入
込
数（
宿
泊
者
）は
、

平
成
22
年
に
は
18
万
７
０
０
０
人
に
達
し

た
。東
日
本
大
震
災
や
円
高
の
影
響
に
よ

り
、平
成
23
年
に
は
９
万
５
０
０
０
人
と
半

減
し
た
が
、平
成
25
年
に
は
22
万
５
０
０
０

人
と
なっ
た
。

② 

地
場
産
品
の
海
外
販
路
開
拓

　
高
山
市
で
は
全
国
に
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
で
あ

る
飛
騨
牛
、巧
み
な
技
術
を
活
か
し
た「
飛

騨
家
具
」や
伝
統
工
芸
品
な
ど
の
海
外
展

開
を
図
る
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

　
飛
騨
牛
に
つ
い
て
は
、タ
イ
、マ
カ
オ
、香

港
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
の
に

加
え
、家
具
に
つ
い
て
は「
飛
騨
家
具
」及
び

「
飛
騨
高
山
家
具
」の
商
標
登
録
に
よ
る
ブ

ラ
ン
ド
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、中
国
や
欧

米
の
国
際
見
本
市
に
出
展
し
、販
路
拡
大
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

③ 

国
・
地
域
・
都
市
と
の
交
流

　
昭
和
35
年
に
、山
間
の
小
都
市
と
し
て
は

全
国
的
に
も
か
な
り
早
い
時
期
に
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー
市
と
姉
妹
都

市
提
携
を
し
、今
な
お
活
発
な
交
流
を
行
っ

て
い
る
。更
に
、平
成
14
年
に
は
中
華
人
民

共
和
国
雲
南
省
の
麗
江
市
、平
成
24
年
に
は

ル
ー
マ
ニ
ア
の
シ
ビ
ウ
市
と
友
好
都
市
提
携

を
結
ん
だ
。ま
た
、ペ
ル
ー
共
和
国
ク
ス
コ
県

ウ
ル
バ
ン
バ
郡
と
友
好
都
市
提
携
を
す
る
な

ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
の
特
徴
を
活
か
し
た

交
流
を
図
って
い
る
。

　
平
成
23
年
海
外
戦
略
室
を
設
置
し
、更

に
、国
際
観
光
の
推
進
、地
場
産
品
の
海
外

販
路
開
拓
、多
様
な
国
・
地
域
・
都
市
と
の

交
流
を一体
的
に
進
め
る
た
め
に
、平
成
24
年

２
月
に『
海
外
と
の
つ
な
が
り
に
よ
り
活
気

と
誇
り
に
満
ち
た
国
際
都
市「
飛
騨
高
山
」』

を
ビ
ジ
ョン
と
し
た
海
外
戦
略
と
し
て「
３
つ

の
目
標
と
９
つ
の
戦
略
」を
策
定
し
て
い
る
。

　　　　　
こ
の
海
外
戦
略
ビ
ジ
ョン
の
中
で
大
切
な

こ
と
が
二
つ
あ
る
。

　
一つ
は
、「
自
ら
の
価
値
に
気
付
き
、そ
れ
を

よ
り
高
め
る
」と
い
う
基
本
姿
勢
だ
。

　
歴
史
、伝
統
、文
化
、価
値
観
、風
習
、生
活

様
式
、商
習
慣
な
ど
の
違
い
が
大
き
い
海
外

と
交
流
す
る
こ
と
は
、地
域
の
魅
力
や
価
値

を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、そ
れ
ら
を
よ
り
高

め
て
い
く
きっか
け
と
な
る
。高
山
市
の
国
際

化
は
、外
国
人
観
光
客
誘
致
、地
場
産
品
の

海
外
への
販
売
促
進
、人
や
文
化
の
交
流
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
、「
守
る
べ
き
も

の
は
守
り
、高
め
る
べ
き
も
の
は
高
め
る
」こ

と
を
促
す
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
も
う一つ
は
、目
標
の
達
成
に
向
け
て一体

的
な
取
り
組
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
外
国
人
観
光
客
誘
致
、地
場

産
品
の
販
売
促
進
、異
文
化
交
流
の
各
分

野
の
範
囲
で
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、各
分
野
間
で
の

情
報
共
有
を
強
化
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組

み
を
関
連
付
け
な
が
ら一体
的
に
進
め
て
い

こ
う
と
し
て
い
る
。例
え
ば
、外
国
人
観
光

客
の
誘
客
及
び
受
入
時
に
は
、地
場
産
品
の

魅
力
や
特
徴
を
伝
え
販
売
を
促
進
す
る
と

と
も
に
地
域
の
伝
統
文
化
と
の
ふ
れ
あ
い
の

場
を
提
供
す
る
。或
い
は
、国
内
外
で
の
地

場
産
品
の
販
売
促
進
時
に
は
、地
場
産
品
を

含
め
た
地
域
の
歴
史
・
風
土
・
文
化
な
ど
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
誘
客
を
促
進
す
る
。誘

致
、販
促
、交
流
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
生
ま
れ
て

い
く
の
だ
。

　
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
中
で
、

平
成
27
年
４
月
、海
外
戦
略
室
は「
高
山
ブ

ラ
ン
ド
・
海
外
戦
略
部 

海
外
戦
略
課
」と

なっ
た
。次
回
も
高
山
市
を
特
集
す
る
。

海
外
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た
め
の
姿
勢

高
山
市
の
概
要

国
際
化
、こ
れ
ま
で
の
取
組

■ 

目
標
１ 

海
外
か
ら
の
誘
客
促
進
に
よ
る

　
に
ぎ
わ
い
の
創
出 

〜
心
に
残
る
出
会
い

　
を
産
み
出
す
〜

● 

戦
略
１ 

行
っ
て
み
た
い
と
感
じ
さ
せ
る
情 

　
報
発
信

● 

戦
略
２ 

ま
た
来
て
み
た
い
と
感
じ
さ
せ

　
る
受
入
体
制
の
強
化

● 

戦
略
３ 

魅
力
あ
る
エ
リ
ア
や
ル
ー
ト
の

　
形
成

■ 

目
標
２ 

海
外
へ
の
販
売
促
進
に
よ
る
活

　
力
の
創
出 

〜
売
り
上
手
な
産
業
を
育
む
〜

● 

戦
略
１ 

徹
底
し
た
市
場
調
査

● 

戦
略
２ 

買
っ
て
み
た
い
と
感
じ
さ
せ
る
情

　
報
発
信

● 

戦
略
３ 

買
っ
て
も
ら
う
た
め
の
仕
組
み
の

　
構
築

■ 

目
標
３ 

海
外
と
の
人
や
文
化
の
交
流
促

　
進
に
よ
る
郷
土
愛
の
創
出 

〜
人
と
ま
ち

　
を
育
む
〜

● 

戦
略
１ 

お
互
い
を
知
る
機
会
や
場
の
提
供

● 

戦
略
２ 

姉
妹
・
友
好
都
市
と
の
絆
の
強
化

● 

戦
略
３ 

あ
ら
た
な
友
好
関
係
の
構
築

彦根市 長浜市 近江八幡市大津市高山市 金沢市

225,000

150,000

75,000

0
H21 H22 H23 H24 H25

外国人観光入込客数

年次 H21
彦根市
長浜市
近江八幡市
大津市
高山市
金沢市

18,342
11,476
389

58,981
148,000
91,625

H22
22,832
18,222
4,995
77,929
187,000
112,988

H23
12,522
10,163
2,732
68,146
95,000
63,219

H24
22,020
19,057
3,773
48,509
151,000
108,040

H25
31,088
27,762
3,214
72,380
225,000
155,899

（人）

参考：平成25年 高山市観光統計／平成21～25年 滋賀県観光入込客統計調査書／平成21～25年 金沢市統計書

消費税免税（TAX FREE）制度を活用した外国人旅行者の誘客
　観光庁の発表によると、平成27年4月1日現
在の全国の免税店数は18,779店。半年間で
9,418店増加。滋賀県では52店舗だったものが
115店舗となった。
　これは、消費税制の改正（平成26年10月1
日）が行われたことによるところが大きい。
「従来免税販売の対象となっていなかった消
耗品（食品類、飲料類、薬品類、化粧品類その
他の消耗品）を含めたすべての品目が新たに
免税対象となります。消耗品が対象となるこ
とで、各地の特産のお菓子や地酒などの地場
産品を外国人旅行者に買ってもらうチャンス
であることから、消費税免税制度を活用した
外国人旅行者の誘客を進めています」と国土
交通省観光庁は報道発表している。
　更に、「地方創生」を目的とした消費税制の
改正が行われ、平成27年４月１日以降、免税
販売手続を第三者に委託することを前提とし

た、新たな免税店許可制度（手続委託型輸出
物品販売場制度）が創設され、商店街や物産
センター、ショッピングセンターなどで免税
販売手続を第三者に委託することが可能と
なった。
　注目したいのは、各個店が免税店の場合、免
税に必要な最低購入金額は「消耗品合算 
5,001円・一般物品合算 10,001円（同じ日に
同じ店舗での合計販売金額）」だが、「一括カ
ウンターでは、店舗を超えて購入金額の合算
が可能となる」点である。
　観光庁は、これにより「外国語対応への不安
や免税手続の煩雑さが解消され、地方の商店街
等において免税店が増えるとともに、外国人旅
行者にとっても、免税店でよりお得に便利に買
い物を楽しむことが可能となり、旅行消費額の
増加による地域の活性化が期待されます」と

している。単一商店街がTAX FREEエリアとし
て機能することができるというわけだ。
　今、第三セクター（株）夢京橋が経営する「夢
京橋あかり館」が免税店の申請を行ったとこ
ろで、近い将来TAX FREEの店舗として名乗り
をあげることだろう。免税手続一括カウンター
の運営までの実現を期待したいところである。
　免税店になると、ブランド化・認知度向上を
目的とした観光庁制定のシンボルマーク使う
ことができ、シンボルマークを使用する免税店
のリストを観光庁がとりまとめ、日本政府観光
局（ＪＮＴＯ）のＨＰにて国内外に発信してく
れる（http://tax-freeshop.jnto.go.jp/）。
　国際化を目指す彦根にとっても、免税店は都
市の標準装備である。会議所においても、免税
店に関しての相談があればできるかぎり対応
していきたい。

※「duty-free」と「tax-free」の違いは、「duty-free」は関税、「tax-free」は消費税などの付加価値税の無税のことをいう。

▶高山祭は日枝神社の春の山王祭と、桜山八幡宮の秋の八幡祭の総称で、日本三大美祭のひとつ。写真は秋の八幡祭。
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Trends in HCCI
Trends in HCCI

彦
根
商
工
会
議
所
の
動
向

Trends in HCCI
　
日
本
政
府
観
光
局
は
、主
要
な
市
場
に

海
外
事
務
所
等
を
設
置
し
、外
国
人
旅
行

者
の
誘
致
活
動
を
行
う
政
府
機
関
で
あ
る
。

正
式
名
称
は「
独
立
行
政
法
人 

国
際
観
光

振
興
機
構
」、Japan N

ational Tourism
 

O
rganization

、「
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
」と
呼
ば
れ
て

い
る
。東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た

１
９
６
４
年
、我
が
国
の
政
府
観
光
局
と
し

て
産
声
を
あ
げ
、50
年
間
に
わ
たって
訪
日
外

国
人
旅
行
者
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

世
界
14
都
市
に
海
外
事
務
所
を
持
ち
、日
本

への
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・ツ
ー
リ
ズ
ム（
外
国
人
の

訪
日
旅
行
）の
プ
ロモ
ー
ション
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
行
い
、世
界
の
主
要
な
国
々
の
政
府
観

光
局
と
熾
烈
な
外
客
誘
致
競
争
を
展
開
し

て
い
る
日
本
唯一の
公
的
機
関
で
あ
る
。

　
彦
根
市
は
行
政
と
し
て
既
にＪ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の

会
員
だ
が
、民
間
の
自
由
度
を
活
か
し
た
取

り
組
み
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
、近
隣
の

商
工
会
議
所
が
連
携
し
て
協
議
会
を
つ
く
り

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、彦
根
商
工
会
議
所
と
近
江

　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
は
、日
本
の
貿
易
促
進
と
対

日
直
接
投
資
に
関
す
る
事
業
の
総
合
的
な

実
施
と
、開
発
途
上
国
地
域
の
総
合
的
な

調
査
研
究
を
通
じ
て
、諸
外
国
と
の
貿
易
拡

大
お
よ
び
経
済
協
力
を
促
進
し
、対
日
投
資

の
総
合
的
支
援
機
関
と
し
て
、外
国
企
業
に

対
す
る
誘
致
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、外
国

企
業
の
日
本
拠
点
設
立
を
支
援
し
て
い
る
。

正
式
名
称
は「
独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易

振
興
機
構
」Japan External Trade 

O
rganization

、略
称
をJETRO

（
ジ
ェ

ト
ロ
）と
い
う
。経
済
産
業
省
所
管
の
独
立

行
政
法
人
で
あ
る
。

　
会
議
所
会
員
の
中
心
と
な
る
中
小
企
業

等
の
海
外
展
開
も
支
援
し
、海
外
マ
ー
ケ
ッ

ト
への
輸
出
・
投
資
を
検
討
し
て
い
る
企
業

に
対
し
、総
合
的
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
。人
口
減
少
が
予
想
さ

れ
る
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
比
較
し
て
、海
外

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
て
お

り
、海
外
戦
略
を
志
す
時
に
大
き
な
サ
ポ
ー

ト
を
で
き
る
機
関
が
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
で
あ
る
。

　
現
在
、47
都
道
府
県
の
な
か
で
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ

Ｏ
事
務
局
が
未
設
置
の
と
こ
ろ
は
、滋
賀
、

奈
良
、和
歌
山
、群
馬
、埼
玉
、宮
崎
の
６
県

だ
け
で
あ
る
。栃
木
に
は
、２
０
１
５
年
４
月

に
設
置
さ
れ
た
。海
外
取
引
に
挑
戦
す
る
県

新
た
な
観
光
圏
協
議
会
の
創
造
と
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
滋
賀
の
開
設
を
目
指
す

八
幡
商
工
会
議
所
、金
融
機
関
と
し
て
滋
賀

中
央
信
用
金
庫
、他
に
準
会
員
と
し
て
近
隣

商
工
会
、湖
東
三
山
観
光
振
興
連
絡
会
な
ど

を
加
え
て
協
議
会
の
設
立
を
目
指
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
賛
助
団
体
へ
入
会
す
る
こ
と

で
、次
の
よ
う
な
メ
リッ
ト
が
あ
る
。

　
Ｐ
Ｒ・
海
外
セ
ー
ル
ス
支
援
／
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
サ
イ
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
／
ニュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
の

海
外
情
報
発
信
／
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
発
送
サ
ー

ビ
ス
／
海
外
旅
行
社
と
の
ア
ポ
取
得
、旅
行

見
本
市
商
談
会
へ
の
参
加
案
内
。更
に
、有

料
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、海
外
実
施
の
観
光
セ

ミ
ナ
ー
／
商
談
会
な
ど
の
開
催
支
援
／
海

外
旅
行
会
社
や
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
の
招
請
支

援
／
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン･

コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
事
業
／
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
／
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
に
よ
る
情
報
提
供
／
賛
助
団
体

･

会
員
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
情
報
提
供

／
主
要
市
場
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
資
料
の
提

供
／
個
別
ア
ド
バ
イ
ス
と
情
報
提
供
／
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
旅
行
振
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
参
加
と

海
外
事
務
所
長
と
の
面
談
と
相
談
な
ど
。

　
協
議
会
で
は
、ま
ず
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
、海
外
で
の
広

報
、宣
伝
活
動
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発

信
、現
地
の
旅
行
会
社
や
メ
デ
ィ
ア
に
向
け
た

ニュー
ス
レ
タ
ー
と
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
な
ど
、当

面
は
情
報
の
発
信
に
力
を
入
れ
る
。そ
し
て
、

次
の
段
階
で
、海
外
で
の
旅
行
見
本
市
や
商

談
会
への
参
加
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情
報
の
収

集
や
分
析
に
も
着
手
し
て
い
く
。

　
近
江
八
幡
市
・
彦
根
市
は
長
く
豊
か
な
歴

史
を
持
って
い
る
。特
に
、戦
国
江
戸
期
に
城

下
町
と
し
て
形
成
さ
れ
た
共
通
す
る
町
並

み
、往
来
が
活
発
だった
街
道
で
繋
が
る
共
通

点
も
有
し
て
い
る
。稀
な
る
こ
の
遺
産
を
共

通
資
産
と
位
置
づ
け
、世
界
に
発
信
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た「
戦
略
的
連
携
」を
志
し
、

協
議
会
を
設
立
す
る
。

　
訪
れ
る
人
々
に
と
って
は
各
行
政
区
域
は

関
係
な
く
、広
域
で
観
光
ル
ー
ト
を
結
ぶ
ほ

う
が
効
率
的
で
あ
る
。観
光
庁
や
国
の
方
針

と
も
同
じ
方
向
性
に
あ
り
、理
に
か
なっ
た
取

り
組
み
で
あ
り
、期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

　
滋
賀
県
と
し
て
は
び
わ
こ
ビ
ジ
タ
ー
ズ

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
と
彦
根

協
議
会
を
つ
く
る
意
義

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

内
事
業
所
の
多
く
は
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
大
阪
本

部
に
相
談
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。ま
た
、

大
津
の
公
益
財
団
法
人
滋
賀
県
産
業
支
援

プ
ラ
ザ
に
県
の
事
業
と
し
て
貿
易
投
資
相

談
窓
口
が
あ
り
、必
要
に
応
じ
て
大
阪
本
部

と
の
橋
渡
し
を
し
て
い
る
。相
談
支
援
内
容

に
も
よ
る
が
、大
抵
は
複
数
回
数
訪
問
す
る

こ
と
に
な
り
、県
内
に
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
窓
口
が

で
き
る
こ
と
は
格
段
に
利
便
性
が
良
く
な

り
、海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
に
繋
が
る
の
は

明
ら
か
で
あ
る
。彦
根
商
工
会
議
所
は
、県

内
企
業
の
国
際
化
推
進
の
た
め
に
Ｊ
Ｅ
Ｔ

Ｒ
Ｏ
事
務
局
の
誘
致
に
協
力
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
は
、情
報
提
供
と
相
談
支

援
、海
外
の
税
務
労
働
相
談
、個
別
企
業
支

援
、海
外
で
の
商
談
と
専
門
家
を
招
聘
し
て

の
商
談
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
が
充
実
し

て
い
る
。情
報
量
が
圧
倒
的
に
多
く
、専
門

家
が
つ
い
て
個
別
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら

え
る
の
は
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
な
ら
で
は
の
こ
と
で

あ
る
。各
種
調
査
は
有
料
だ
が
、民
間
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
よ
り
は
る
か
に
低
料
金
で
あ
る
。

海
外
展
示
会
に
は
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
が
ブ
ー
ス
を

も
って
お
り
、出
展
も
で
き
る
こ
と
に
な
って

い
る
。

　
滋
賀
県
の
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
大
阪
本
部
の

２
０
１
４
年
度
利
用
実
績
は
、貿
易
投
資
相

談
が
１
２
４
件
、機
械
・
環
境
・
食
品
・
日
用

品
の
輸
出
商
談
支
援
が
25
社
、近
江
牛
の
輸

出
支
援
が
１
件
。海
外
展
開
の
個
別
支
援
が

14
社
と
、海
外
事
務
所
に
よ
る
ブ
リ
ー
フ
ィン

グ
が
22
件
、そ
の
他
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
12
件

と
なって
い
る
。

　
近
隣
で
は
、平
成
24
年
度
実
績
で
Ｊ
Ｅ
Ｔ

Ｒ
Ｏ
福
井
が
３
７
５
件
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
岐
阜
は

４
０
０
件
弱
の
利
用
が
あ
っ
た
。滋
賀
県
産

業
支
援
プ
ラ
ザ
に
は
年
間
２
８
０
件
の
相
談

が
あ
る
。Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
滋
賀
の
誘
致
が
成
っ
た

場
合
、大
阪
本
部
への
直
接
相
談
の
ほ
か
、４

０
０
件
前
後
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　
年
間
維
持
費
は
、ベ
ー
シ
ッ
ク
な
形（
Ｊ
Ｅ

Ｔ
Ｒ
Ｏ
か
ら
２
名
、地
元
雇
用
２
名
）で
考

え
る
と
、人
件
費
・
賃
借
料
・
事
務
費
・
広

報
費
・
通
信
費
な
ど
お
よ
そ
４
０
０
０
万
円

が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
と
地

方
が
運
営
経
費
を
拠
出
し
て
共
同
設
置
す

る
も
の
で
、地
元
側
も
相
応
の
負
担
が
求
め

ら
れ
る
。し
か
し
、県
内
企
業
の
国
際
ビ
ジ

ネ
ス
の
推
進
、新
た
な
起
業
、国
際
ビ
ジ
ネ
ス

･

イ
ベ
ン
ト（
展
示
会
、コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
）開

催
の
情
報
収
集
、連
携
に
よ
り
イ
ン
バ
ウ
ン

ド･

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拡
大
、県
内
企
業
の
国
際

ビ
ジ
ネ
スへの
参
入
に
よ
る
雇
用
の
拡
大
な

ど
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
滋
賀
の
誘
致
に
よ
る
経
済

メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
滋
賀
開
設
の
メ
リ
ッ
ト

ビュ
ー
ロ
ー
が
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
会
員
だ
が
、行
政

は
行
政
の
役
割
が
あ
り
、民
間
は
フッ
ト
ワ
ー

ク
も
軽
く
、資
金
面
で
も
、特
に
年
度
に
関
係

な
く
動
く
こ
と
が
で
き
る
利
点
が
あ
る
。

　
協
議
会
名
は
、仮
称
だ
が「
近
江
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
推
進
協
議
会
」（
平
成
26
年
５
月
現
在
）

と
なって
い
る
。

　
近
隣
の
商
工
会
議
所
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
組
み
、金
融
機
関
を
加
え
た
協
議
会
で
、

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
に
入
会
す
る
と
い
う
の
は
珍
し
い

ケ
ー
ス
で
あ
る
。今
後
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
検

討
し
な
が
ら
、設
立
準
備
会
を
開
催
し
、６

月
末
に
は
設
立
総
会
、７
月
初
旬
に
は
協
議

会
を
開
催
し
て
２
０
１
５
年
度
の
行
動
計

画
を
確
認
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
現
段
階

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
。民
間
の
ス
ピ
ー
ド
を

活
か
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
を
実
現
し
て

い
く
。

国
際
化
施
策
の
新
た
な
デ
ザ
イ
ン

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
滋
賀

　
暗
中
模
索
の
な
か
一
度
海
外
を
み
て
み
よ

う
と
決
心
し
、弊
社
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

の
繋
が
り
も
あ
り
、タ
イ
の
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
事

務
所
で
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
ま
し
た
。一番

最
初
に
当
社
が
商
社
を
通
し
て
輸
入
し
た

の
が
、タ
イ
だ
っ
た
か
ら
で
す
。勿
論
Ｊ
Ｅ

Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
会
員
に
な
る
わ
け
で
す
が
、会
費

は
年
間
７
万
円
く
ら
い
で
す
。大
阪
本
部
へ

も
行
き
ま
し
た
が
、そ
の
時
は
貿
易
の
仕
方

を
習
い
ま
し
た
。メ
ー
ル
の
書
き
方
、あ
る

い
は
契
約
書
の
作
り
方
な
ど
、20
回
以
上
セ

ミ
ナ
ー
を
受
け
た
と
思
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
は
、輸
出
支
援
や
現
地
で

の
創
業
支
援
な
ど
、計
画
段
階
か
ら
輸
出

先
・
取
引
先
探
し
、商
談
か
ら
契
約
交
渉

ま
で一
連
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
ま
す
。

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
メ
ニュ
ー
と
し
て
弊
社
が
利

用
し
た
の
は
、新
興
国
進
出

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。当
時

は
条
件
が
よ
く
て
、コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
費
用
、社
員
一
人

分
の
調
査
費
用
、航
空
運

賃
の
補
助
が
あ
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
、コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
フ
ィ
ー
だ
け
に
な
っ
て
い

ア
ク
ア
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
と
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

ま
す
。メ
ニュ
ー
に
変
更
が
あ
る
の
で
、日
頃

か
ら
チェッ
ク
し
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
は
、基
礎
か
ら
全
て
教
え
く

れ
ま
す
か
ら
、小
規
模
事
業
所
、極
端
に
い

え
ば
素
人
で
も
、社
長
が
や
る
気
に
な
れ
ば

海
外
展
開
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。最

初
は
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の「
海
外
展
開
の
た
め

の
専
門
家
活
用
助
成
事
業
」な
ど
を
利
用

す
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、Ｊ
Ｅ
Ｔ

Ｒ
Ｏ
の
、中
小
企
業
の
若
手
の
国
際
人
を
育

て
る「
国
際
即
戦
力
育
成
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」な
ど
人
材
育
成
事
業
は
魅
力
的
で
す
。

海
外
展
開
は
や
る
気
さ
え
あ
れ
ば
、挑
戦
し

夢
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
滋
賀
誘
致
を
是
非
、実
現

さ
せ
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

▶代表取締役社長 木村泰始氏

　
ア
ク
ア
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
は
、２
０
１
２
年
中
国
工
場「
安
跨（
常
州
）有
限
公
司
」

設
立
、２
０
１
４
年「AQ

U
ASYSTEM

（THAILAN
D

）CO
., LTD

.

」設
立
、同
年

「AQ
U
SYSTEM

 VIETN
AM

」営
業
開
始
と
急
速
な
海
外
展
開
を
果
た
し
て
い
る
。

代
表
取
締
役
社
長
の
木
村
泰
始
氏
は
、海
外
事
業
拡
大
に
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
メ
ニュ
ー
を
利
用

さ
れ
て
い
る
。そ
の
お
話
を
伺
っ
た
。
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常
議
員
会

　
４
月
度
常
議
員
会
は
、４
月
15
日
当
所

に
て
、常
議
員
11
人
、小
出
会
頭
、木
村
・

中
川
副
会
頭
、志
賀
谷
専
務
理
事
ら
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
頭
が
挨
拶
の
後
、議
長
に
就
任
。議
案

と
し
て
、（
１
）新
入
会
員
の
承
認
に
つ
い
て

志
賀
谷
専
務
理
事
よ
り
説
明
が
あ
り
、議

長
が
諮
っ
た
結
果
、満
場一致
で
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
報
告
事
項
と
し
て
、（
１
）議
員

の
職
務
を
行
う
者
の
変
更
届
に
つ
い
て

（
２
）常
議
員
の
辞
任
届
に
つ
い
て（
３
）化

学
工
業
部
会
長
の
辞
任
届
に
つ
い
て

（
４
）理
財
部
会
副
部
会
長
の
辞
任
届
に

つ
い
て（
５
）各
委
員
会
・
準
備
室
等
に
つ

い
て（
ひ
こ
ね
ブ
ラ
ン
ド
開
発
、業
務
革
新
、

集
客
戦
略
推
進
、ま
ち
づ
く
り
会
社
準
備

室
）（
６
）彦
根
プ
レ
ミ
ア
ム
塾
に
つ
い
て

（
７
）農
商
工
連
携
の
調
査
報
告
に
つ
い
て
、

小
出
会
頭
、木
村
・
中
川
副
会
頭
、志
賀
谷

専
務
理
事
、中
川
事
務
局
長
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
意
見
交
換
の
時
間
が
設
け
ら
れ
、

（
１
）日
本
貿
易
振
興
会（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）

と
の
連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て（
２
）イ
ン
バ

ウ
ン
ド
推
進
の
た
め
の
日
本
政
府
観
光
局

（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）と
の
連
携
の
可
能
性
に
つ
い

て（
３
）通
常
議
員
総
会
後
の
特
別
講
演
会

テ
ー
マ
に
つ
い
て（
４
）ひ
こ
ね
ブ
ラ
ン
ド
開

発
に
つ
い
て（
５
）六
次
産
業
事
業
化
の
可

能
性
に
つ
い
て（
６
）滋
賀
国
体（
２
０
２
４

年
）へ
の
要
望
及
び
協
力
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ

れ
小
出
会
頭
か
ら
出
席
者
に
意
見
が
求
め

ら
れ
、活
発
な
意
見
交
換
の
後
、閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

※掲載を了承された事業所のみをご紹介します。（平成27年3月26日～4月15日　会員数 1,565件）

新入会員のご紹介　　                          ご入会ありがとうございます。
部会 事業所名 業種 代表者名 所在地

建設業
建設業

㈱Ｋ-ＨＯＵＳＥ 建築業 西村　勝次 彦根市本町1丁目11番17-3
㈱内田組 建設業 内田　美千男 彦根市佐和町7番地12号

㈲小菅酒店

イオンタウン彦根同友店会

酒類小売業

サービス業

小菅　義厚 彦根市西今町383番地12号

堀井　隆彦 彦根市古沢町255-1

理財 あいおいニッセイ同和損害保険㈱ 保険業 蓮川　武久 彦根市大東町14-15

小売商業
小売商業

小売商業
イオンビッグ㈱ ザ・ビッグエクストラ彦根店 小売業 辻　　啓治 彦根市古沢町255-1

建設業 小林工業 建築業 小林　功 彦根市平田町839-15

議員クラブ
チャリティゴルフコンペ
4月19日　彦根カントリー倶楽
部にて開催

集客戦略推進委員会
木村泰造委員長
4月21日　当所にて開催
■秋のイベントについて、他

彦根異業種交流研究会
通常総会
橋川高治会長
4月24日　当所にて開催

まちづくり会社準備室会議
中川 哲担当副会頭
志賀谷光弘室長
4月30日　当所にて開催
■まちづくり会社事業内容につい  
　て、他

彦根地区雇用対策協議会
通常総会
森口正幸会長
5月11日　当所にて開催

会議・行事 開催報告

　女性会では、通常総会を5月12日当所にて、来
賓に小出会頭、木村・中川副会頭、志賀谷専務理事
を迎え、会員47人（委任状提出10人含む）の出席
のもと開催しました。
　藤田会長が挨拶の後議長に就任、平成26年度
事業報告並びに一般会計収支決算、積立金特別会
計収支決算について説明の後、監査報告があり満
場一致で承認されました。
　続いて、任期満了に伴う役員の改選について協
議され、藤田会長他１４名が選任されました。
　引き続き、平成27年度事業計画案並びに収支予
算案・積立金特別会計収支予算案について原案ど
おり承認されました。
　報告事項として、新入会員の速水千秋さん（㈱メ
ガネのハヤミ）、宮川明美さん（㈱伊勢幾）の紹介が
あり、最後に来賓を代表して小出会頭より祝辞が述
べられ閉会となりました。
〔新役員のみなさん〕
会　長＝藤田敦子（㈲いと重菓舗）
副会長＝小出ふじ子（㈱キントー）・若林富美子（㈲
山形屋）・田中多鶴枝（田中司法事務所）
幹　事＝岡田眞智子（㈲藤塚時計店）・北沢節子（割
烹いずみ）・柴田玲子（㈱共和産業） ・嶋津慶子（㈱
銀波・サムスィングフォー）・杉本千鶴子（ブティッ
クS.K）・髙木広美（㈱髙木造園）・高田朱美（たか
だ）・西村順子（㈱西村教材）・渡邊僖子（渡辺薬局）
監　事＝田部清子（㈱田部不動産）・北川きみ子（八
ツ波印刷所） （敬称略）

　ひこねお城大使選定委員会（（公社）彦根観光
協会内）により2015年度の「ひこねお城大使」が
選ばれました。
　８名の応募の中から選ばれたのは、彦根市芹川
町在住の武田まりんさん（25歳・写真左）、彦根市
彦富町在住の・渡邊あかねさん（20歳・写真右）
の２人。５月27日に行われた選任式で「ひこね
お城大使」の役目を引き継ぎ、1年間観光イベント
やキャンペーン等で彦根の PRに活躍されます。

「2015ひこねお城大使」決定！

 

小
野
善
生
氏
セ
ミ
ナ
ー

「
戦
国
武
将
に
学
ぶ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ロ
ア
ー
シ
ッ
プ
」を
開
催
！

平成27年度女性会通常総会開催
会長に藤田敦子氏［㈲いと重菓舗］を再任

彦
根
プ
レ
ミ
ア
ム
塾
開
講
！

第2講 6月22日（月）15:00～17:00
「織田信長」編
織田信長の組織を変えるリーダーシップ
天下布武のビジョンを実現するための変革型リーダーシップとは？

「戦国武将に学ぶ
　 リーダーシップ・フォロワーシップ」

次回のご案内

　
去
る
５
月
14
日
に
当
所
に
て
、彦
根
プ

レ
ミ
ア
ム
塾
の
第
１
弾
と
な
る
橋
爪
顧
問

に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー「
海
外
事
例
に
学
ぶ
集

客
戦
略
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グPart.1

」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
所
会
員
事
業
所
を

は
じ
め
と
し
た
総
勢
43
名
の
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
冒
頭
、小
出
会
頭
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、

続
い
て
橋
爪
氏
よ
り
、パ
ブ
リ
ッ
ク
な
空
間

を
民
間
が
活
用
し
、史
上
初
の
ア
ジ
ア
で

の
開
催
と
な
っ
た『X-Fighters O

SAKA 
2013

』（
大
阪
城・西
の
丸
庭
園
）、２
０
１
４

年
に
は
世
界
最
多
と
な
る
１
１
０
０
０
人

の
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
た
世
界

同
時
イ
ベ
ン
ト「
お
お
さ
か
グ
レ
ー
ト
サ

ン
タ
・
ラ
ン
」（
大
阪
城
公
園
）、統
合
型
リ

ゾ
ー
ト
開
発
に
お
け
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
で
開
催
さ
れ
、伝
統

的
な
祭
事
を
世
界
の
代
表
的
な
イ
ベ
ン
ト

へ
昇
華
さ
せ
た
光
の
祭
典「
ル
ミ
エ
ー
ル

祭
」な
ど
の
事
例
を
、美
し
い
ス
ラ
イ
ド
と

共
に
持
論
を
交
え
な
が
ら
解
説
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
最
後
に
、彦
根
に
お
け
る
観
光
戦
略
に

つ
い
て
、潜
在
的
に
価
値
の
あ
る
資
産
を

生
か
し
な
が
ら
、い
か
に
そ
れ
を
昇
華
さ

せ
て
い
く
か
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る

と
の
問
題
提
起
を
さ
れ
、今
後
の
彦
根
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な

り
ま
し
た
。

　
去
る
５
月
18
日
に
当
所
に
て
、小
野
善

生
氏（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
准
教
授
）に
よ

る
セ
ミ
ナ
ー「
戦
国
武
将
に
学
ぶ
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ロ
ア
ー
シ
ッ
プ
」（
当

所
・
滋
賀
中
央
信
用
金
庫
共
催
）が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。当
所
会
員
事
業
所
を
は
じ

め
と
し
た
総
勢
80
名
の
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
冒
頭
、当
所
小
出
会
頭
、滋
賀
中
央
信
用

金
庫
沼
尾
理
事
長
よ
り
ご
挨
拶
が
あ
り
、

続
い
て
小
野
氏
よ
り
、戦
国
武
将
の
生
き

様
を
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ロ
ア
ー

シ
ッ
プ
の
観
点
か
ら
読
み
解
き
、今
日
的

な
意
義
や
実
践
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、豊
臣
秀
吉（
リ
ー
ダ
ー
）

×

石
田
三
成（
フ
ォ
ロ
ア
ー
）、石
田
三
成

（
リ
ー
ダ
ー
）×

島
左
近（
フ
ォ
ロ
ア
ー
）、

石
田
三
成（
リ
ー
ダ
ー
）×

島
左
近
・
大
谷

吉
継（
フ
ォ
ロ
ア
ー
）の
３
パ
タ
ー
ン
を
事

例
と
し
、功
を
奏
し
た
逸
話
と
不
本
意
な

結
果
と
な
っ
た
逸
話
を
比
較
し
な
が
ら
、

実
際
に
各
々
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
て

い
た
か
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た

 

橋
爪
紳
也
氏
が
語
る
!!

「
海
外
事
例
に
学
ぶ
集
客
戦
略
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グPart.1

」

平成27年度 春の褒章
黄綬褒章
 姉川 博則 氏
業務精励（建築設計監理業）
（株）双葉建築設計事務所 代表取締役

当所会員

平成27年度 教科書供給
功労者文部科学大臣表彰

 細江 正人 氏
（株）天晨堂 会長  当所議員

おめでとうございます

だ
き
ま
し
た
。功
を
奏
し
た
行
動
か
ら
は

我
々
が
見
習
う
べ
き
リ
ー
ダ
ー
・
フ
ォ
ロ

ア
ー
の
姿
勢
や
行
動
、不
本
意
な
結
果
と

な
っ
た
行
動
か
ら
は
我
々
も
気
を
付
け
な

く
て
は
な
ら
な
い
行
為
を
そ
れ
ぞ
れ
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、仕
事
で
使
え
る
有
意
義
な

セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

▶講師の橋爪顧問

▶沼尾理事長

▶講師の小野善生氏

▶織田信長肖像画
　長興寺蔵・写真協力 豊田市郷土資料館

共催 リーダーシップ講座
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　昨年度２回にわたって工場での現場演習セミナーを開催
したところ、大変参考になったとご好評いただきました。
今回も引き続き、実際の工場での演習を用いて「５Ｓ活動
導入と工場管理について」というテーマで開催します。
　ものづくりの現場で、基本となる５Ｓ（「整理」・「整頓」・
「清掃」・「清潔」・「しつけ」）や安全・品質管理は工場運営に
おいて効率化を図るため重要です。一方でどのように評価
を行い、改善していくかは容易でなく、今回の研修を通し
て、着眼点を身につけていただきます。
　より具体的に内容を理解するために当所会員であり事務
用機器を製造している「㈱ナイキ 彦根工場」にご協力いた
だき、現状課題の分析やその改善案の検討を現場で実践的
に学ぶセミナーです。
　セミナー＋現場研修の形式を取り、理論や議論で学ん
だことを各事業所の現場でどのように落とし込めるのか、
どう実行するのかを考える実践型の内容となっています。
製造現場だけでなく、事務所においてもムダをなくして生
産性のアップに繋げる内容ですので、業種を問わず是非ご
参加ください。

■ ものづくり塾　工場現場実習セミナー

日　時　7月15日（水）・23（木）いずれも13：30～17：00
場　所   7/15（水）彦根商工会議所  会議室
　　　　7/23（木）㈱ナイキ彦根工場
講　師　南山賢悟氏（K’s Business Factory 代表・中小企業
　　　　 企業診断士・技術士）
　　　　 小松照明氏
　　　 　（彦根商工会議所 ひこねものづくり支援室 室長）
受講料　会員2,000円・非会員6,000円（お1人・全2回分）
定　員　20名（定員に達し次第、締切ります）
申込み・問合せ　彦根商工会議所  TEL.22-4551
　　　　　　　　 E‐mail　seminar@hikone-cci.or.jp
　　　　　　　　 http://www.hikone-cci.or.jp
　　　　　　　　（ホームページからのお申し込みも可）

～5S活動導入と工場管理について～

『ものづくりの現場を見て学ぶ 
 現場改善セミナー＆現場実習』

▶㈱森田電器工業所 ▶㈱ナイキ彦根工場

まいどおおきに
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青年部伝言板 ■３ＹＥＧ合同例会  6月26日（金）18時開会（予定） 於：北ビワコホテルグラツィエ　■７月度例会（彦根版風会議）  7月8日（水）18時30分
開会（予定） 於：マリアージュ彦根　■会員の慶弔に関する情報は事務局までお知らせください。

（株）保険工房ひまわり

　
私
事
で
す
が
、こ
の
８
月

に
子
供
が
生
ま
れ
る
予
定

で
す
。女
の
子
で
す
。歳
が

い
っ
て
か
ら
の
子
供
、特
に

女
の
子
は
可
愛
い
と
よ
く

聞
き
ま
す
が
、生
ま
れ
て
か

ら
ど
こ
ろ
か
す
で
に
愛
し

て
止
み
ま
せ
ん
。

　
も
し
か
し
た
ら
、８
月
以

降
の
夜
の
お
誘
い
は
控
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、温

か
い
目
で
見
守
っ
て
く
だ

さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、Y
E
G

の
活
動
に
は
し
っ
か
り
参

加
し
ま
す
！

　今年度より青年部に入会させていただきまし
た。弊社は、自然豊かな荒神山の麓である稲枝の
上石寺町にて保険代理業を営んでおります。2011
年に個人事務所であった林・伊吹保険事務所を
法人化致しまして、現在は営業４名・事務１名の
少数精鋭体制で日々活動しております。
　一口に保険と申しましても、自動車・傷害・火
災・賠償・医療・死亡・年金など各種多様でござ
います。お客様の声に耳を傾けて、お客様のニー
ズに合った保険、そして、お客様も気付いておら

れないリスクをカバー
する保険を、設計・提
案し、お客様に「補償」
と「安心」をお届けし
ております。
　ご家庭や企業の万
が一に備えて、生命・
損害保険のトータル
コンサルティング
（株）保険工房ひまわ
りを今後とも宜しく
お願い致します。
　　　　　日夏 剛史

　今期よりＹＥＧに入会させていただきました。
簡単ですが、自社紹介をさせていただきます。
　当社は精密加工部品において、資材調達から加
工及び各種処理の完成品まで対応し、お客様の
ニーズにお応えすべく、高品質・低コストの確保に
取り組んでおります。
１.顧客・社会に対して信用第一とし、利益確保に
より成長を続ける。
２.創意工夫し、独自の精密加工技術を蓄積する。
３.人材育成を重視し、働き甲斐のある企業を目指す。
以上３カ条を経営理念とし、ものづくりを通じて
社会に貢献する。
　ＹＥＧ入会をきっかけに、経営者としてスキル
を高めていきたいと思います。今後ともよろしく
お願いします。　　　　　　　　　　　土川 達之

（株）ヤマト精工

　
去
る
４
月
21
日（
火
）、平
成

27
年
度
青
年
部
通
常
総
会
が
当

所
４
階
大
ホ
ー
ル
に
て
会
員
57

名（
委
任
状
含
む
）出
席
の
も
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
小
出
会
頭
、木
村

副
会
頭
、青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
フ
ェ

ロ
ー
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
石
原
会
長

に
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
。

　
高
橋
君
の
司
会
進
行
の
も
と
、

小
澤
君
の
開
会
宣
言
、青
年
部
の

歌
斉
唱
、小
原
君
が
綱
領
朗
読
・

指
針
唱
和
を
し
、鳥
越
会
長
挨
拶

の
後
、松
井
君
が
議
長
に
選
出
さ

れ
総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
事
業
報
告
・
収

支
決
算
・
監
査
報
告
が
行
わ
れ

承
認
さ
れ
た
の
ち
、鳥
越
会
長

よ
り
安
齋
新

会
長
へ
会
長

バ
ッ
ヂ
の
引

継
ぎ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、

平
成
27
年
度

事
業
計
画
・

収
支
予
算
の

説
明
が
行
わ
れ
満
場
一
致
で
全

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、新
入
会
員
の
紹
介
と

な
り
ま
し
た
が
、今
回
は
12
名

（
入
会
者
は
19
名
）と
多
く
の
新

メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
小
出
会
頭
か
ら
の
ご
祝
辞
で

は
、鳥
越
会
長
へ
の
労
い
の
言
葉

と
安
齋
新
会
長
へ
の
激
励
や
青

年
部
に
対
す
る
期
待
の
言
葉
を

頂
戴
し
ま
し
た
。そ
の
後
、フ
ェ

ロ
ー
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
石
原
会
長

か
ら
も
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、青
年

部
設
立
時
の
話
や
合
同
で
開
か

れ
た
花
見
の
会
に
も
触
れ
、こ
れ

か
ら
も
青
年
部
と
の
係
わ
り
を

深
め
て
い
き
た
い
と
述
べ
て
頂

き
、本
総
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
今
年
度
か
ら
役
員
任
期
が
１

年
体
制
と
な
り
、安
齋

新
会
長
も
述
べ
ら
れ

ま
し
た
が
、ス
ピ
ー
ド

が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。
青
年
部
も
総

勢
80
名
を
超
す
よ
う

に
な
り
、よ
り
一
層
メ

ン
バ
ー
が
繋
が
り
事

業
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、行
わ
れ

た
懇
親
会
で
は
新
入

会
員
に
関
す
る
ク
イ

ズ
な
ど
の
余
興
が
行
わ
れ
、新
入

会
員
だ
け
で
は
な
く
、他
委
員
会

で
あ
ま
り
会
う
機
会
が
な
い
メ

ン
バ
ー
と
も
懇
親
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
、有
意
義
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

　
安
齋
新
会
長
の
も
と
新
年
度

の
始
ま
り
と
な
り
ま
す
が
、メ
ン

バ
ー
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

     

㈱
シ
バ
タ
不
動
産 

柴
田 

襄

通
常
総
会

㈱
M
A
R
U
I
C
H
I 

　
　
　
　
　
一
丸 

文
孝

ち
ょ
っ
と

　
聞
い
て
ぇ
な

▶安齋新会長の挨拶

『
今
か
ら
準
備
が
必
要 

２
０
１
７
年
問
題
を
考
え
る
！
』

開催日時　6月30日（火） 
               16：00～17：30
開催場所　彦根商工会議所
               ４階大ホール
受講料　　会員 500円  
                一般 700円、学生無料

柴山桂太氏 プロフィール
彦根商工会議所顧問（経済及
び社会システム）。経済学者。
2015年４月より京都大学人
間・環境学研究科准教授。専
門は経済思想、現代社会論。
著書に『静かなる大恐慌』（集
英社新書）、『グローバリズム
が世界を滅ぼす』 (文春新
書)、『グローバル恐慌の真相』 
(集英社新書）など。
彦根商工会議所『不易流行』
に「経済気象台」連載中。

柴
山
桂
太
氏
が
語
る
! !

期
待
が
膨
ら
ん
で
い
る
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、２
０
２
４
年
の
滋
賀
国
体
。

そ
の
前
に
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
済
の
壁
が
あ
る
。

気
鋭
の
経
済
学
者
柴
山
桂
太（「
静
か
な
る
大
恐
慌
」著
者
）が
新
た
な
警
鐘
を
鳴
ら
す
！

お問合せ・お申込み TEL.0749-22-4551
ホームページからの申込みも可
http://www.hikone-cci.or.jp/

　

現
代
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
、経
済
が
地
球

規
模
で一
体
化
す
る
現
象
の
こ
と
で
す
。こ
の

三
〇
年
、貿
易
や
企
業
の
国
境
を
越
え
た
投
資

活
動
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。こ
の
ま

ま
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
続
く
と
、い
ず
れ
国
境
の

な
い
時
代
が
や
って
く
る
と
言
う
人
も
い
ま
す
。

し
か
し
、本
当
に
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

歴
史
を
振
り
返
る
と
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時

代
に
は
大
き
な
経
済
シ
ョッ
ク
が
周
期
的
に
発

生
す
る
こ
と
が
分
か
って
い
ま
す
。二
〇
〇
八
年

の
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
も
そ
の一つ
。ア
メ
リ
カ
で

発
生
し
た
信
用
バ
ブ
ル
の
崩
壊
が
、世
界
各
地

で
戦
後
最
悪
の
不
況
を
も
た
ら
し
た
の
は
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。し
か
し
、こ
れ
が
終
わ

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。一つ
の
嵐
が
去
っ
た
あ
と

に
、ま
た
次
の
嵐
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。世
界
経

済
の
現
状
を
見
る
と
、そ
の
よ
う
に
思
え
て
な

り
ま
せ
ん
。

　

次
の
嵐
が
い
つ
や
っ
て
く
る
か
を
正
確
に
予

言
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。し
か
し
、将
来
の

「
悪
い
シ
ナ
リ
オ
」を
考
え
て
お
く
こ
と
は
、行

政
の
運
営
に
と
っ
て
も
企
業
の
経
営
に
と
っ
て

も
、ま
た
市
民
の
日
々
の
生
活
に
と
って
も
決
し

て
無
駄
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。過
度

に
悲
観
的
に
な
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。大
き

な
シ
ョッ
ク
は
、社
会
が
新
し
い
方
向
に
向
け
て

動
き
出
す
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
か

ら
で
す
。今
回
の
講
演
で
は
、リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク

後
の
世
界
経
済
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク

に
つ
い
て
お
話
し
し
、歴
史
の
大
局
か
ら
見
て

次
に
何
が
起
き
る
の
か
、皆
さ
ん
と
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
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１．軽く水洗い
２．根元を２～３cm切り落とす。
３．皮をむく（出汁を出すため一緒にゆ
　  でるので捨てないように）
４．鍋にアスパラガス、皮とひたひた  
　  に浸かるくらい水を入れる。
５．塩、レモン果汁を加える。
６．中火で加熱し、沸いてから５分タイ
　  マーセット。ポコポコと沸いている 
　  状態にしておく。
７．ゆで汁ごと氷で冷ます。皮は取り除き、
　  ゆで汁は捨てずにつけたまま保存。

ゆで方が美味しさのポイント!!

　彦根城の築城は、慶長9年

（1604）から開始され、慶長

12年（1607）頃には天守が

完成した。 その後、一旦中断

していた工事は、元和元年

（1615）大坂夏の陣後、再開さ

れ、表御殿の造営、三重の堀と

櫓、町割や街道の整備が進み、

城下町を含む基本的な形は元

和8年（1622）までにほぼ完

成したとされている。

　夢京橋キャッスルロードの

一本山側の道、大信寺、来迎寺、

願通寺の石垣が続く通りはか

つて寺町といい当時の面影を

今に残している（現本町１丁

目）。

　慶長５年（1600）、井伊直政

公が関ヶ原の戦功により近江

（滋賀県）佐和山城主となり、

慶長８年（1603）、現在地を寺

領として大信寺を建立した。

その後、元禄６年（1693）及び

元禄14年（1701）と２回の彦

根の大火により堂宇は全焼し

たが、幸い仏像・位牌・諸帳簿・

掛図等は難を免れた。宝永６

年（1709）江戸時代中期、大信

寺第６世空譽上人の時に井伊

家の手厚い加護により、現諸

堂宇が再建され、今日に至っ

ている。牛蒡積みの石垣は築

城時のもので、400年。建物は

300年の歴史を刻む寺である。

　世界遺産の街となったス

リランカのキャンディには、

仏陀の歯を安置したダラダ

ー・マーリガーワ寺院（通称：

Temple of the Tooth Relic）があ

り、昭和60年（1985）、ダラダ

ー・マーリガーワ寺院から仏

歯をもらいうけた小豆島大観

音は仏歯寺と呼ばれている。

歯を祀るというのは崇高な供

養法なのかもしれない。

　彦根の城下町を築いた井伊

直孝公「歯廟」、最後の藩主と

なった井伊直憲「埋髪塚」。井

伊直弼生誕200年の今年、数

珠を手に、彦根の歴史を偲び

訪れてみたい場所である。

H C C I .  p r e m i u m  s t o r y ②

旬を迎えるホワイトアスパラガス
ひこ ね プ レ ミ ア ム ・ ガ ス ト ロ ノ ミ ー ①

▶井伊直憲「埋髪塚」・日下部鳴鶴書

▶大信寺（旧寺町）

▶井伊直孝「歯廟」（大信寺）

　光があたらないように若芽

に盛り土をして育てるのがホ

ワイトアスパラガス。自然の

ままに育てるのがグリーンア

スパラガスだ。ヨーロッパで

は春の訪れと共に人々が待ち

わびる野菜がホワイトアスパ

ラガス。アスパラガスといえ

ばホワイトなのである。

　フランス語はAsperges（ア

スペルジュ） 、イタリア語は

Asparago（アスパーラゴ）、ド

イツ語ではSpargel（シュパー

ゲル）。特に、ドイツの人々は

シュパーゲルに思い入れが深

く、４月中旬から６月24日「聖

ヨハネの日」までがシーズン

と期間限定。ドイツでは各地

で「シュパーゲル祭り」が開催

され、多くのレストランには

独自のアスパラガス料理が登

場し、旅する人々の楽しみの

ひとつにもなっている。

　

　アスパラガスは地中海沿岸

が原産で古代ギリシャ時代か

ら栽培されていたといわれてい

る。学名「Asparagus officinalis

（アスパラガス・オフィシリス）」、
officinalisは薬用という意味だ。

　非必須アミノ酸として知ら

れるアスパラギン酸の名はア

スパラガスに由来する。肝機

能の促進、疲労回復、代謝を活

性化させる作用があるといわ

れている。

 

　美食家ルイ14世はアスパラ

ガスを愛し、1650年頃にはブ

ルボンやバイエルン選帝侯

カール・テオドールが宮廷の

中で栽培させた。そして、近隣

諸国の宮廷料理に取り入れら

れ、庶民にも広がっていく。ま

さに「王様の野菜」と呼ばれる

所以だ。

　ホワイトアスパラガスは

「春の宝石」「マドモアゼルの指

先」とも形容され、社交界で美

食家たちを夢中にさせたこと

だろう。

　また、オシャンティー（オ

シャレをスタイリッシュにし

た言葉）と評される作家村上

春樹は小説『世界の終わりと

ハードボイルド・ワンダーラ

ンド』の主人公にウイスキー

を飲みながら「私は白いアス

パラガスが大好きなのだ」と

語らせている。

　アスパラガスは、江戸後期

鎖国の中、オランダ人によっ

て長崎に伝来し、観賞用とし

て栽培された。和名を「オラン

ダキジカクシ（和蘭雉隠）」「オ

ランダウド（和蘭独活）」「マツ

バウド（松葉独活）」といった。

　明治4年（1871）、北海道開

拓使（北方開拓のため置かれ

た日本の官庁）がアメリカな

どから種子を導入し、食用と

しての試験栽培を始め、大正

12年（1923）に北海道岩内町

で本格的栽培が始められた。

翌年にはホワイトアスパラガ

スの缶詰生産が開始され、ホ

ワイトアスパラガスの作付面

積が増加していく。

　彦根市新海町のホワイトア

スパラガスは、昭和20年代か
ら生産が始まり、最盛期の作
付面積は25haに及び、一大産
地を形成していた。全盛期に
は缶詰工場まであったという。
　現在では全盛期の20分の１
程度にまで落ち込んでいるが、
露地の土盛り栽培を続けてい
る。手間が掛かるが、土の圧力
を押しのけて伸びるため、しっ
かりした歯ごたえと苦みが特
徴である。今でも新海町のホ
ワイトアスパラガスを求めて
多くの問い合わせがある。
　日本は初夏、アスパラガス
の季節である。新海の「ホワイ
トアスパラガスでおもてな
し」はどうだろう。年に一度の
オシャンティーな季節が彦根

に生まれる予感がする。
薬だったアスパラガス

お洒落度No.1
ジパング伝来

彦根のホワイトアスパラガス

ホワイトアスパラガスのオランデーズソース
（ドイツ風）

ホワイトアスパラガスのリゾット

卵黄のコクと旨味が特徴のソースオランデーズ。
絶えず混ぜながら卵に火を入れていき滑らかに仕
上げる。澄ましバターを使ってしっとりとした口
当たりに。
お好みでバターを増やしたり、酸味を強くしたり
と自分だけのソースをお楽しみ下さい。 
その他、ハーブなどを加えてもおいしいですよ。
清涼感のあるディルなどはオススメです！

ホワイトアスパラガスは、ゆで方さえマスター
すればどんな料理にもアレンジができます

アスパラガスのゆで汁には栄養がいっぱいでとて
も美味しいので、絶対捨てないようにして下さい。
このゆで汁を使って生米から炊くことでアスパラ
ガスの風味がしっかりとはいります。オススメは
生米からですが、ご飯で作ることも出来ます。
ゆでたアスパラガスは、お米がアルデンテになっ
てから加えて下さい。アスパラガスのシャキシャ
キとした歯応えを残すためです。

ホワイトアスパラガスでおもてなし 協力 松居宏友指導：slow

大信寺の井伊直孝公「歯廟」

　大信寺は井伊家の菩提寺で

はなく帰依寺である。彦根藩

第２代藩主直孝公は信心深

く、直政公の法事のたび毎に

参詣し、自ら直政公の像をつ

くり大信寺に安置した。また、

第３代藩主直澄公も直孝公の

法事には欠かすことなく参詣

されたという。

　そして、あまり知られてい

ないが大信寺には直孝公の

歯骨を納めた歯廟がある。記

録は残っておらず、その経緯

は定かではない。大信寺第

18世吉澄哲恵住職は、「墓石

の裏には『直孝鎮魂』とはっ

きりと刻まれております。直

孝公が亡くなられた時、その

魂を鎮め歯を祀り、城下町を

治める精神的な拠り所にし

たのではないでしょうか」と

話す。

　佐和山の麓、井伊神社参道

の登り口に井伊直憲の「埋髪

塚」がある。肉体の一部やそ

の人物に強く関係した遺物を

特に「聖遺物」と呼ぶことが

あるが、歯も髪も故人の供養

や崇拝の対象として象徴的な

意味をもっているのだろう。
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▶井伊直澄画像（彦根 清凉寺所蔵）

　
井
伊
直
孝
に
は
四
人
の
男
子
が
い
ま
し

た（
早
世
し
た一人
を
除
く
）。そ
の
中
で
最

終
的
に
跡
を
継
い
だ
の
は
、末
子
の
直
澄
で

し
た
。

　
嫡
男
の
直
滋
は
、若
年
の
頃
よ
り
幕
府

に
出
仕
し
て
お
り
、直
孝
が
将
軍
の
政
務

参
与
と
し
て
幕
政
に
重
き
を
な
す
と
、世

子
な
が
ら
大
名
並
の
役
割
を
勤
め
ま
し
た
。

江
戸
を
離
れ
ら
れ
な
い
直
孝
の
名
代
と
し

て
、し
ば
し
ば
彦
根
へ
帰
国
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、四
代
将
軍
家
綱
の
時
代
に
は
、江
戸

城
内
で
将
軍
が
諸
大
名
ら
と
対
面
す
る
時

に
は
そ
の
脇
に
詰
め
ま
し
た
が
、こ
れ
を一緒

に
勤
め
た
の
が
松
平
定
行（
松
山
藩
主
、十

五
万
石
）で
あ
り
、十
五
万
石
以
上
の
有
力

譜
代
大
名
並
に
処
遇
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
直
滋
が
藩
主
に
就
か
な
か

っ
た
の
は
、万
治
元
年（一六
五
八
）、突
然
寺

に
入
り
、武
士
身
分
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
か

ら
で
す
。詳
細
は
不
詳
で
す
が
、直
滋
が
願

っ
た
こ
と
が
直
孝
に
認
め
ら
れ
ず
、か
え
っ

て
直
孝
の
立
腹
が
甚
だ
し
く
、親
子
間
の

亀
裂
が
修
復
不
可
能
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

直
孝
は
家
臣
ら
に
厳
し
く
、何
ご
と
も
自

分
で
判
断
し
な
い
と
気
が
済
ま
な
い
人
物

で
あ
り
、四
十
歳
を
過
ぎ
て
も
世
子
の
ま
ま

で
父
の
指
示
を
仰
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
直
滋
の
心
情
も
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。表
向
き
に
は「
病
気
に
よ
り
蟄
居
」と

さ
れ
、当
初
江
戸
の
寛
永
寺
に
入
っ
た
後
、

百
済
寺（
東
近
江
市
）に
入
り
、直
孝
に
遅

れ
る
こ
と
二
年
、寛
文
元
年（一六
六一）に

死
去
し
ま
し
た
。

　
二
男
直
寛
は
、病
身
の
た
め
幕
府
に
出

仕
せ
ず
、彦
根
で
暮
ら
し
ま
し
た
。そ
の
た

め
、三
男
直
時
が
二
男
の
扱
い
を
受
け
、幕

府
に
出
仕
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、万
治

元
年
、父
直
孝
や
兄
直
滋
に
先
だ
って
死
去

し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、直
澄
が
生
ま
れ
た
時
、す

で
に
兄
三
人
が
い
た
た
め
か
、父
直
孝
に
と

っ
て
直
澄
は
思
い
入
れ
の
薄
い
存
在
だ
っ
た

よ
う
で
す
。彦
根
城
中
で
誕
生
し
ま
し
た

が
、直
孝
か
ら
名
前
も
付
け
て
も
ら
え
ず
、

七
夜
の
祝
い
も
な
く
、誕
生
か
ら
百
日
後
に

重
臣
の
中
野
助
太
夫
に
下
さ
れ
、そ
の
養

子
と
さ
れ
ま
し
た
。助
太
夫
の
幼
名
で
あ

る
亀
之
介
と
名
付
け
ら
れ
、九
歳
ま
で
中

野
宅
で
養
育
さ
れ
ま
す
。そ
の
後
江
戸
に

行
き
、井
伊
家
の
子
息
と
し
て
処
遇
さ
れ

ま
し
た
。

　
万
治
元
年
に
直
時
の
死
去
と
直
滋
の
蟄

居
が
相
次
い
だ
た
め
、思
い
が
け
ず
直
澄
が

直
孝
の
跡
継
ぎ
と
な
り
ま
し
た
。

　
直
孝
は
、急
遽
井
伊
家
の
跡
継
ぎ
と
な
っ

た
直
澄
へ
遺
訓
を
残
し
て
い
ま
す
。
当
主

と
し
て
の
心
得
を
示
し
た
他
、跡
継
ぎ
に
つ

い
て
も
言
及
し
て
い
ま
す
。ま
ず
、直
澄
の

次
の
当
主
に
は
、直
時
の
男
子
で
あ
る
直
興

を
指
名
し
ま
し
た
。そ
の
上
で
、直
澄
は
正

室
を
娶
る
こ
と
を
禁
じ
、実
子
が
生
ま
れ
て

も
家
臣
と
す
る
よ
う
に
と
し
て
い
ま
す
。直

澄
に
子
ど
も
が
生
ま
れ
、井
伊
家
一
族
と
し

て
成
長
し
た
場
合
、跡
継
ぎ
候
補
が
二
人

と
な
り
、御
家
騒
動
の
要
因
と
な
り
か
ね

な
い
と
考
え
た
の
で
し
ょ
う
。

　
実
際
、直
澄
に
は
二
人
の
男
子
が
生
ま

れ
ま
し
た
が
、二
人
と
も
臣
下
に
下
っ
て
い

ま
す
。特
に
藩
主
就
任
ま
も
な
く
の
寛
文

二
年
に
生
ま
れ
た
本
平
は
、直
澄
に
幼
少

期
か
ら
仕
え
た
武
藤
加
左
衛
門
の
実
子
と

し
て
養
育
さ
せ
、百
石
取
の
藩
士
と
な
り
ま

し
た
。一方
、晩
年
に
生
ま
れ
た
宣
明
は
、直

澄
存
命
中
は
そ
の
屋
敷
で
暮
ら
し
、直
澄

の
没
後
、当
主
直
興
の
計
ら
い
で
千
石
が

与
え
ら
れ
、中
野
助
太
夫
の
甥
の
扱
い
で
臣

下
に
下
り
ま
し
た
。そ
の
息
子
に
直
興
の

息
女
が
縁
組
す
る
な
ど
、直
興
は
宣
明
を

一
族
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
直
澄
は
直
孝
の
遺
訓
を
忠
実
に
守
っ
た

一
方
で
、直
興
は
自
分
が
井
伊
家
当
主
に
就

く
陰
で
の
従
弟
への
処
遇
に
思
う
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
藩
主
と
な
っ
た
直
澄
は
、直
孝
が
果
た
し

て
き
た
譜
代
大
名
筆
頭
と
し
て
の
役
割
を

継
承
し
て
い
き
ま
す
。

　
家
督
相
続
後
ま
も
な
く
よ
り
、儀
礼
の

際
に
は
将
軍
の
傍
に
詰
め
、将
軍
家
の
遠
忌

の
際
に
は
将
軍
の
名
代
と
し
て
日
光
へ
向

か
い
ま
し
た
が
、寛
文
八
年
に
は
、直
澄
は

将
軍
徳
川
家
綱
の
面
前
に
召
し
出
さ
れ
、

「
父
直
孝
の
通
り
、榊
原
忠
次
跡
役
を
仰
せ

付
け
る
」と
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。こ
こ
で
拝

命
し
た
役
は
、井
伊
直
孝
が
長
ら
く
勤
め

て
い
た
将
軍
後
見
の
政
務
の
こ
と
で
、直
孝

以
降
、保
科
正
之（
会
津
藩
主
）、榊
原
忠

次（
館
林
藩
主
）が
こ
の
役
割
を
継
承
し
て

い
ま
し
た
。既
に
忠
次
は
死
去
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、直
澄
が
保
科
正
之
に
加
え
て
こ
の

役
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
で
す
。こ
の
役

が
直
興
に
も
継
承
さ
れ
、大

老
職
へ
と
展
開
し
ま
す
。

　
父
直
孝
の
通
称
で
あ
っ
た

掃
部
頭
も
、藩
主
を
継
い
で

六
年
後
の
寛
文
五
年
に
受
け

継
ぎ
ま
し
た
。な
お
、直
澄
の

若
い
時
か
ら
の
通
称
で
あ
る

玄
蕃
頭
は
、そ
れ
以
降
の
井

伊
家
世
子
の
通
称
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
直
澄
の
時
代
に
な
る
と
、直
孝
の
よ
う
に

政
務
上
の
大
き
な
判
断
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、紛
争
の
解
決

に
力
を
発
揮
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
寛
文
十
二
年
、江
戸
城
下
で「
浄
瑠
璃
坂

の
仇
討
」と
呼
ば
れ
た
大
規
模
な
仇
討
事

件
が
あ
り
ま
し
た
。宇
都
宮
藩
奥
平
家
の

家
老
奥
平
内
蔵
允
と
奥
平
隼
人
の
争
い
が

元
で
、内
蔵
允
は
自
害
し
、そ
の
息
子
の
源

八
ら
が
四
年
か
け
て
隼
人
を
討
っ
た
も
の
で

三
代 
井
伊 

直
澄
（
一
六
二
五
〜
一
六
七
六
）

　　　　　　できごと

井伊直孝の四男として彦根で生ま
れる。生誕100日後、中野助太夫に
養育される。

将軍徳川家光に初御目見する。

玄蕃頭と称し、従五位下の位を得る。

兄直滋が遁世する。

直澄が井伊家の跡継ぎとなる。
父直孝の死去により、井伊家の家督
を相続する（3代当主）。

父の通称である掃部頭を称する。
徳川家康50回忌法会で将軍の名代
として日光に遣わされる。

直孝以来の幕政参与に就く。

浄瑠璃坂の仇討事件。首謀者を井
伊家で庇護する。

江戸にて死去。

年齢

1

10

20

34

35

41

44

48

52

井伊直澄年表

す
。仇
討
を
遂
げ
た
源
八
ら
は
井
伊
家
屋

敷
に
出
頭
し
ま
す
。江
戸
城
下
で
騒
ぎ
を

起
こ
し
た
彼
ら
は
罪
を
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、幕
府
内
で
発
言
力
の
あ
る

井
伊
家
に
頼
っ
た
の
で
す
。直
澄
は
事
情
を

聞
い
て
温
情
を
示
し
、彼
ら
の
身
柄
を
彦

根
で
預
か
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、結
局
、幕

府
の
裁
定
で
伊
豆
大
島
へ
の
遠
島
と
な
り

ま
す
。流
さ
れ
る
前
夜
、直
澄
は
彼
ら
に
対

面
し
、折
を
見
て
戻
れ
る
よ
う
に
訴
え
る
の

で
、そ
れ
ま
で
体
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
と

言
い
、島
で
の
暮
ら
し
の
た
め
衣
類
や
米
な

ど
を
準
備
し
、源
八
の
母
や
祖
母
の
こ
と
も

気
に
掛
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
。彼
ら
は
延

　江戸時代の武士は、打刀と脇指の大小２口の刀を腰に指すのが通例

でした。直垂などの礼装の際は、大小刀は用いず、脇指ほどの長さの

小さ刀を指しました。武士が腰に指したこれらの刀を指料と言います。

　直澄は、どのような刀を指料にしていたのでしょうか。

　井伊家伝来の古文書には、直澄が備前国倫光の刀と繁慶の脇指、

信国の小さ刀の３口を指料にしていたと記します。現在、直澄の指

料として伝わるのは、銘のない１口です。この刀を写した押形が、文

政11年（1828）に編まれた『埋忠銘鑑』に載っています。押形の添

え書きには、この刀が井伊家の指料で、磨り上げた際に「備州長船倫

光」の銘が消えたとあります。つまりこの無銘の１口は、古文書に

みる直澄の備前国倫光の刀ということになります。実際に刀の形や

刃文を見ても、倫光の作と判断して差し支えありません。

　制作者の倫光は、南北朝時代に

活躍した備前国長船派正系の名

工です。

　この刀が収められている刀箱

の蓋には、「直政公御指料／直孝

公ヨリ／直澄公ヘ御譲リ」とい

う墨書があり、初代直政の指料で

あったものを、二代直孝から直澄

に譲ったという来歴がうかがえ

ます。直澄が中継ぎの当主とい

う立場であったことを考えると、

彼があえてこの刀を指料に選ん

だのは、直政以来の「家」を守り

継ぐという意志の表れだったの

かもしれません 。

　　　  　　　  （学芸員 古幡昇子）

宝
六
年（一六
七
八
）、四
代
直
興
の
代
に
流
罪

が
許
さ
れ
、井
伊
家
に
召
し
抱
え
ら
れ
、彦

根
藩
士
と
し
て
代
々
続
き
ま
し
た
。

　
延
宝
四
年
、直
澄
は
江
戸
で
死
去
し
ま

す
。そ
の
遺
骸
は
彦
根
へ
運
ば
れ
、清
凉
寺

へ
葬
ら
れ
ま
し
た
。

　
父
直
孝
の
遺
訓
を
守
り
、中
継
ぎ
の
立

場
に
徹
し
た
直
澄
で
し
た
。大
名
家
に
よ
っ

て
は
、偉
大
な
当
主
の
次
世
代
に
な
り
、御

家
騒
動
に
よ
り
家
勢
が
傾
く
こ
と
も
あ
る

中
、井
伊
家
代
々
の
役
割
を
次
世
代
に
継

承
し
た
直
澄
の
功
績
は
評
価
さ
れ
る
べ
き

で
し
ょ
う
。

　
　
　
　

 　
　

   （
学
芸
員 

野
田
浩
子
）

継承された刀 ～直澄の指料～

彦根城博物館連載年　代
寛永  ２年（1625）

寛永11年（1634）

正保 元年（1644）

万治 元年（1658）

万治  ２年（1659）

寛文  ５年（1665）

寛文  ８年（1668）

寛文12年（1672）

延宝  4年（1676）
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彦根市南部の曽根沼干拓地でつくられている「彦根梨」は、平成9年
から順次植栽され、約10haの産地となっている。基本的にはＪＡの管
理する彦根梨組合を通したものが「彦根梨」と呼ばれ、その特徴は
「完熟」であることと、樹で十分熟したことによる梨本来の味である。
すべて直売（選果場「果樹工房」前の直売所やJA東びわこ各直売所）、
つまり相対取引という利点を生かし、出荷当日まで実を果樹で完熟
させることで特有の糖度の高さが引き出されている。甘さや熟し具
合を光センサーで選別し、基準をクリアしたものだけを出荷している。
　主要品種は「幸水」「豊水」。スーパーなどで売られている一般的
な梨の糖度は9程度、糖度10で甘いと言われている。それに比べ、
彦根梨は11以上が基本で、特秀クラスになると13以上にもなる。梨
の果樹としては、滋賀県最大の集団地であり、このため共同防除が
可能となっている。糖度の観点から見れば、彦根梨はP>C、つまり
「プレミアム」であるということがわかる。

「幸水」と「豊水」の2種類をメインに、一部「筑水」「なつしずく」「秋
月」もある。１区画当り、幸水150本、豊水50本が基本で、「筑水」、
「なつしずく」は、収穫時期を分散するために第３園や改植時に栽培
を始めた。豊水・幸水以外の品種は、試作段階で量が揃わない。彦
根梨の等級は、かたち、大きさ、糖度、硬さ、熟度、水果、芯腐れなど
の基準でＡ級、Ｂ級、Ｃ級、その他の４種類に区分され、比率は、Ａ級
２７．９％、Ｂ級４６．５％、Ｃ級１８．６％、その他７％ である。各々の特徴
としては、次のようになっている。
【Ａ級】箱売り、かたち、大きさの外観で仕分けした後、センサー判断、
糖度12以上。【Ｂ級】袋売り、Ａ級、Ｃ級以外。【Ｃ級】特価、糖度11 
以上及び熟度が高すぎるもの。【その他】出荷されず各農家で処分
される。Ａ級の上に特秀品があり、限定100ケース、糖度13 以上、
1個500g 以上、500 円以上で販売されている。
Ａ級、Ｂ級、Ｃ級の区分は極秘で、これがノウハウという。毎年生産者
とＪＡが協議して区分を決定している。

生産者は19名と3組織（曽根沼非農用地管理組合、フクハラファー
ム、たぐち農園）である。当初第3園はＪＡ関係者が2名で入植したが、
現在ＪＡは生産に関与していない。第３園にあるオーナー梨園は曽根
沼非農用地管理組合が管理をしている。これまでは、生産者の縁
故、ＪＡからの紹介で何とか継承してきたが、生産者が高齢かつ担い

今回、彦根梨の６次産業化の可能性を検討するために、彦
根梨生産者の営農の状況と今後の意向、ブランド化に対
する意見や要望を把握するために、各生産者に対してヒ
アリング調査を実施した。ヒアリング調査に先立ち、彦
根ブランド事業の概要及びこのヒアリング調査の目的を
説明し意見を収集した。

手が未定の園が６園程度あるのが現状である。
収穫量の目標は、１本当たり200個、10a当たり10000個（3t）、粗収
入100万円であるが、現状は、粗収入10a当たり23万～125万と個
人差がある。県のモデル指標を見ると、粗収入10a当たり150万円
で遠く及んでいない。現在、年間40万個を出荷しており、１個を350g
と換算すると年間140t、つまり10a当たり約1.4tが生産されているこ
ととなる。
梨は一般的に、成木になるまでに10年、収穫ピークが10～20年、20
～30年で段階的に改植を行う。3年目で10a当たり0.3t出荷を開始
して、徐々に増加、10年で10a当たり3tとなる。第2園は本格的に生
産可能な段階になってきており、第3園も今後3年で同様の段階に差
し掛かる。第2・3園が成木化することにより、この数年で今より30％
以上出荷個数が伸びると想定されている。
ＪＡの梨組合担当者によると、生産量は今後１０年で現在の２～３倍に
伸びるとされており、販路拡大や規格外品の有効活用の必要性がこ
れまで以上に表面化するということだ。つまり、彦根市内の飲食店や
菓子店との連携も今後期待されるところと言える。

現在、生産された「彦根梨」は、彦根梨組合のもとで生産管理され、
生産者は一旦ＪＡへすべての梨を納めなければならない。ＪＡを通した
ものでなければ「彦根梨」と呼ぶことはできず、出荷もすべてＪＡを通
して行う。ＪＡは収穫された梨の出荷調査、販売額の15%の手数料、
その他資材、農薬購入のあっせんを行っている。
出荷のピーク時期は8/27～9/7で品種によって２週間程度の差異
が生じる。ピーク時には直売所で開店前から行列ができるほどであ
る。出荷は直売所のほか、JA４支店、地区外の４直売所（甲良町、近
江母の郷、産直びわみずべの里、きてか～な）、彦根市場を通して平
和堂（相対取引、販売価格は直売所と同じ）で販売している。Ａ級は
大口の予約を受け付けておらず、個人予約のみだが予約で完売、Ｂ
級、Ｃ級、その他は大口の予約が可能である。一部ではあるが、規格
外商品を市内ホテルや洋菓子店へ加工前提で販売している。年間
販売額は7000万円程度である。

彦根梨 ６次産業化の考察 
8月下旬から9月上旬の約25日間のピーク出荷時期に、選果場では
30～60kg/日、年間トータルで2～3t/年の不適格品が発生する。農家
が選果場に出さない梨もあるため、不適格品の潜在量は4～6t程度に
なると思われる。規格外品の５割以上は味に問題はなく、美味である。

ヒアリング調査の結果、「特徴」「位置」「作付面積」「品種及び等級
管理」「生産者・担い手及び生産状況」「出荷・販売」「規格外品の現
状」「営農意向の整理」の７項目について現状を把握し、今後ブラン
ディングを行うための素材を集めることができた。同時に、彦根梨の
ブランディングを行うためには、「規格外品の活用」「生産増加を見込
んだ販路開拓」「全国的な知名度アップ」「担い手の確保」「大規模
なＰＲ」等、乗り越えなければならない課題も明らかとなった。
本調査の最も大きな成果は、「規格外品の活用」「生産増加を見込
んだ販路開拓」という彦根商工会議所会員をはじめとした商工業者
がWin-Winで寄与することができる彦根梨の課題を示すことがで
きたことであろう。今後彦根梨のブランディングを進めていく上で、
我々商工業者が彦根梨をさらにブラッシュアップし、全国に誇れるブ
ランド商品へと昇華させる道筋が見えてくるのではないだろうか。

彦根梨の特徴

品種及び等級管理

生産者・担い手および生産状況

規格外品の現状

出荷・販売

地域経済データ 　6次産業化とは
農山漁村には、有形無形の豊富な様々な資源「地域資源」（農林水産
物、バイオマス、自然エネルギー、風景・伝統文化など）に溢れてい
る。6次産業化とは、それら「地域資源」を有効に活用し、農林漁業
者（１次産業従事者）がこれまでの原材料供給者としてだけでは
なく、自ら連携して加工（2次産業）・流通や販売 （3次産業）に取
組む経営の多角化（1+2+3=6）を進めることで、農山漁村の雇用
確保や所得の向上を目指すこと。こうした経営の多角化（6次産業
化）の取組は、地域の活性化に繋がることが期待されている。

　農商工連携との違い
平成19年から20年にかけて6次産業化と同様の方向性をもつ
法律が制定された。このうち農林漁業と他産業との連携を促進
しようとする法律として｢農商工連携促進法｣がある。地域の基
幹産業である農林水産業と商業、工業等の産業間での連携（農商
工等連携）を強化し、地域を支える中小企業の経営の向上及び農
林漁業経営の改善を図ることを目的としている。税制・金融面を
はじめとした総合的な支援措置を講ずるものである。
支援要件として、「農商工等連携促進法」が中小企業者と農林漁
業者等が共同して事業計画を作成することを要するが、「６次産
業化法」は農林漁業者等だけで作成することが可能。その他、「農
商工等連携促進法」の支援が主に金融支援であるのに対し、「６
次産業化法」は、金融支援とともに、農地法、野菜生産出荷安定法
や種苗法の特例等、幅広い支援を規定している。

彦根梨の６次産業化への道

NO.2

第１園（17 区画）・面積 510a 平成 9 年定植（17 年目） ・130 本／区画（70 本／区画 現在間伐）
第２園（  7 区画）・面積 210a 平成 17 年定植（9年目） ・200 本／区画
第３園（10 区画）・面積 300a 平成 19･20 年定植（7年目） ・200 本／区画（うち 1 園はオーナー梨園）

▶作付面積 ……

荒神山の風土が育む幻の梨　
琵琶湖から吹く風が荒神山で上昇気流となる。そして、曽根沼の干拓地は土地が低く、周囲より少し気温が高い。この環境が梨を美味し
くする。実際、琵琶湖の周辺で栽培されている梨は、彦根梨ほど糖度が高くならない。また、全国でもその甘さと瑞々しさで幻の梨とま
で言われている。



不易流行 1819 彦根商工会議所通信

6 月 イ ベ ン ト ガ イ ド

10：30～11：00／13：30～14：00  彦根城本丸（天守前）
15：00～15：30  彦根城博物館前（冠木門）
 彦根市観光企画課  TEL.30-6120  公式HP http://hikone-hikonyan.jp/

6月も「ひこにゃん毎日登場！」
 ※都合により中止または登場場所変更の場合も有り

※雨天の場合は彦根城博物館前（冠木門）

掲載情報をご連絡ください。会員の企業イベントも掲載いたします。

宝塚歌劇星組
全国ツアー公演
▶６／30（火）
昼公演 開場13：30 開演14：00

　夜公演 開場17：30 開演18：00
▶ひこね市文化プラザグランドホール
▶料金（全席指定/税込）
　一般 S　一般 S席7,300円・A席5,500円／
高齢者・障がい者・学生・友の会高齢者・障がい者・学生・友の会
　S席6,570円・A席4,950円
　※未就学児入場不可

星組新トップコンビ北翔海莉（ほくしょ
うかいり）・妃海風（ひなみふう）のトップ
お披露目公演！星組が一丸となって贈
る愛と冒険のミュージカル・ロマンと美
しく、心弾むメロディーに合わせ、愛に
まつわるエピソードを描き、人生の生
きる歓びや哀愁を謳い上げるレビュー。
ミュージカル・ロマン「大海賊」―復讐
のカリブ海―、ロマンチック・レビュー
「Amourそれは…」

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200  http://bunpla.jp

松竹大歌舞伎
▶７／18（７／18（７ 土）
　 昼の部/開場12：00 開演12：30
　 夜の部/開場16：00 開演16：30
▶ひこね市文化プラザグランドホール
▶料金（全席指定/税込）
一般  一般  一等席7,000円・
　二等席5,000円・三等席・三等席・三等 3,000円／
　友の会  　友の会  一等席6,500円・
　二等席4,500円・三等席・三等席・三等 2,500円
　高齢者・障がい者・学生　高齢者・障がい者・学生
　一等席6,700円・二等席4,700円・
　三等席　三等席　三等 2,700円
　※未就学児入場不可

演目：
一、 河竹黙阿弥 作 天衣紛上野初花
（くもにまごううえののはつはな）『河内
山（こうちやま）』
二、 『藤娘』長唄囃子連中／『芝翫奴(し
かんやっこ)』長唄囃子連中

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200  http://bunpla.jp

●

商工会議所活用ケーススタディ
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担
当
し
た
の
は
迫
間

振
興
課
主
事
だっ
た
。金
融
機
関
と
の
連
携
、

売
上
計
画
、資
金
計
画
、立
地
の
検
討
、商
品

計
画
な
ど
更
に
き
め
細
か
い
フ
ォロ
ー
が
行
わ

れ
た
。

　
開
業
後
も
支
援
は
続
い
て
い
る
。「
い
ち
ば

ん
あ
り
が
た
い
の
は
、開
店
し
た
今
で
も
、何

か
あ
っ
た
時
に
相
談
で
き
る
所（
商
工
会
議

所
）が
あ
る
、と
い
う
安
心
感
で
す
」と
、髙
田

さ
ん
は
い
う
。所
得
税
の
確
定
申
告
時
期
に

は
税
務
の
支
援
も
行
わ
れ
た
。商
工
会
議
所

の
基
本
的
な
メ
ニュ
ー
で
あ
る
。「
こ
れ
ば
っ
か

り
は
、知
識
も
無
く
自
分
で
は
で
き
な
い
の

で
、と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
」と
髙
田

さ
ん
。支
援
を
受
け
る
こ
と
で
徐
々
に
経
営

的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
べ
る
の
も
商
工
会
議
所

と
付
き
合
う
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
開
業
後
の
売
上
推
移
は
良
く
も
悪
く
も

緩
や
か
に
上
昇
し
て
い
る
。「
開
店
時
に
宣
伝

し
す
ぎ
て
客
が
押
し
寄
せ
、オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
つ
い
て
行
か
ず
、悪
い
印
象
を
与
え
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。開
業
さ
れ
る

方
が
陥
り
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
で
す
。ま
ず
は

自
分
の
ペ
ー
ス
を
掴
む
こ
と
。し
っ
か
り
と
良

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、着
実
に
顧
客
を
掴

ん
で
、長
く
こ
の
彦
根
で
商
売
し
て
い
た
だ
き

た
い
。申
告
も
ご
自
身
で
で
き
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。永
遠
に
支
援
す
る
、と

い
う
よ
り
は
、創
業
者
の
方
が
色
々
な
意
味
で

自
立
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
私
た
ち
の
目
標

で
す
」と
、迫
間
主
事
。彦
根
商
工
会
議
所
は

若
い
経
営
者
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
も
一
役
買
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

滋賀県中小企業振興資金融資制度
開業資金・創業補助金・税務指導

▶髙田寛士さん

〒522-0086 彦根市後三条町 478
 TEL.0749-23-9822

和食 寛の場合

和食  寛

　デザイン開発、精密加工等の12
技術分野の向上につながる研究開
発、その試作等の取組を支援する
ことが目的です。特に、中小企業・
小規模事業者が大学・公設試等の
研究機関等と連携して行う、製品
化につながる可能性の高い研究開
発及びその成果の販路開拓への取
組を一貫して支援します。

サポイン事業
革新的ものづくり産業創出連携促進事業
（戦略的基盤技術高度化支援事業）

■本件窓口　TEL：06-6966-6020
近畿経済産業局　地域経済部　産業技術課　ものづくり産業支援室
〒540-8535大阪市中央区大手前1-5-44合同庁舎第1号館

■本件窓口　TEL：077-511-1412　FAX：077-511-1418
（公財）滋賀県産業支援プラザ 経営支援部 創業支援グループ

■募集期間  平成27年６月11日（木）まで
■補助金限度額及び補助率　○補助上限額　4,500万円以下
○補助率
① 大学・公設試等（補助金額の合計額のうち、1,500万円を上限　補助率：定額）
② 中小企業・小規模事業者等　（補助率：２/３以内）

■ 対象者
　中小ものづくり高度化法に基づ
く法認定を受けたものづくり中小
企業・小規模事業者を含む、事業
管理機関、研究等実施機関、総括研
究代表者（PL）、副総括研究代表者
（SL）、アドバイザーによって構成
される共同体

　地域資源を活用して新しい商品やサービスの開発に取り組む中小
企業等を支援することで、地域ブランド力の強化や地域経済の活性化
を図るために創設されました。県内各地域において、地域資源を活用
した新事業を創出するために、必要な企画検討や試作開発等の取り組
みを資金面から支援します。

しが新事業応援ファンド助成金

■募集期間
平成27年7月1日（水）～平成27年7月24日（金）17時まで（必着）
■説明会
日時　平成27年6月12日（金） 15：00～17：30
場所　米原SOHOビジネスオフィス　米原文化産業交流会4Ｆ
■相談会
日時  平成27年6月17日（水）・平成27年6月23日（火）・平成27年6月26日（金）
時間  ①9：30～17：00 ②11：10～12：40 ③13：30～15：00 ④15：30～17：00
場所  米原SOHOビジネスオフィス　米原文化産業交流会4Ｆ

地域資源を活用した新たな商品・サービ
スの開発を図る事業のうち、下記の取組み
①調査研究など企画検討の取組み
②研究開発や試作開発などの取組み

助成率：原則として2分の1
助成額：上限300万円／年
助成期間：最長3年
ただし、県が指定する地域産業資源を活用する事業で
あって、審査委員会が認めるものは助成率3分の2を適用

■対象事業助成率（例）

キリン滋賀フェスティバル
▶６／７（日） 9：30～16：00
▶キリンビール滋賀工場内
地域・お客様と企業が協力・協働して、
飲酒運転リスクを抑えて、ビール（お
酒）・清涼飲料をおいしく、安心・安全に
楽しむ1日を過ごそう！当日はご当地グ
ルメなど味覚も楽しむことができます。

キリンビール㈱滋賀工場　キリン
滋賀フェスティバル実行委員会　
TEL.４８-１２１１

アートフェスタ勝負市
▶６／13（土） 13：00～17：00
　６／14（日） 10：00～17：00
▶花しょうぶ通り商店街
今年のテーマは【和】。市内外のハンド
クラフターが集います。

アートフェスタ勝負市実行委員会事務局
担当：和田 TEL.090-4494-8265

花しょうぶ通り
ナイトバザール
▶６／13（土）（雨天決行）16：00～
▶花しょうぶ通り商店街
”１００円で買える幸せ”
恒例のナイトバザール 

花しょうぶ通り商店街(振）
TEL.22-1026 (いと半老舗）

第２８回カロム
日本選手権大会
▶６／２１（日）9：00～
▶彦根市民体育センター
彦根を中心に１００年以上も人々を魅
了し続けている盤上ゲーム「カロム」の
愛好者が全国より一堂に会します。地
域資源カロム展示コーナーがあり、は
じめての方もカロムを体験することが
できます。

公益社団法人彦根青年会議所
TEL.２２-７５２２
http://www.hikonejc.or.jp/

ディリパ彦根
フリーマーケット
▶６／２１（日）９：３０～１５：００
▶大阪ガスショールーム
　ディリパ彦根館内
第11回フリーマーケットがディリパ彦根
で開催されます。館内での開催ですので、
雨天でも安心してご来館ください。最新
ガス炊飯器でのご試食会も同時開催！

大阪ガスショールームディリパ彦根
TEL.22-3409
http//home.osakagas.co.jp/
　　showroom/dilipa_hikone

ひこねで朝市
▶６／２１（日）８：００～１２：００ 
▶護国神社
新鮮野菜・豆腐、湖魚・郷土料理、醤油、
パン、菓子、ミニカフェ、その他、地産地消
こだわりの品 が々並びます！

ひこねで朝市実行委員会
TEL.24-4461

彦根城表御殿
水無月狂言の集い
▶６／27（土）開演18：30
▶彦根城博物館 能舞台
▶料金（全席指定）※未就学児の入場不可
　 A席3,500円／B席3,000円
▶６／ 1（月）チケット発売開始
館内販売館内販売館内販 ９：００～/電話予約１０：００～

演目・出演者／解説 茂山 童司／大蔵
流狂言 「墨塗」・茂山あきら・「千鳥」茂
山茂・「蝸牛」茂山千三郎

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp/

ベビーといっしょに

歴史手習塾セミナー20
勝者から敗者へ 徳川
将軍家がたどった道
▶7／19（日）開講15：00
「家康の天下統一」
7／20（月・祝）開講10：00
「幕末維新の新視点」
▶清凉寺
▶講師 大石 学（東京学芸大学教授）
▶料金（全席自由）
2日券2,000円／1日券1,200円

歴史は勝者と敗者を常に作り出してき
ました。関ヶ原の戦い、大坂の陣による
戦国時代の終焉は徳川家を勝者とし、
世界にもまれな265年間にわたる「平
和」な時代をもたらしました。その勝者
徳川家は、幕末期には敗者として時代
に追われていきます。「徳川の平和」が
もたらした成果と、勝者から敗者になっ
ていく苦悶の過程を、徳川家と運命を共
にした井伊家の立場にも注目しつつ、見
ていきます。

主催・問い合わせ（平日8：30～17：15）
NPO法人 ひこね文化デザインフォ
ーラム
TEL.２３-3383

YOSAKOI
ソーラン日本海
彦根三十五万石大会
▶６／20（土） 13：00～
各会場にてサテライト演舞
▶６／21（日） 9：00～
9：30～

　彦根駅前通りでパレード演舞
12：00～
ひこね市文化プラザ会場でステージ演舞
17：00～
ひこね市文化プラザ会場でファイナル演舞
▶各会場
　彦根市役所、ビバシティ、JA東びわこ
　稲枝支店、ひこね市文化プラザ　稲枝支店、ひこね市文化プラザ　稲枝支店、ひこね市文
YOSAKOIソーラン日本海
彦根三十五万石大会実行委員会



明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金（税込）縦70mm×横90mm

新規設置の方限定
50円ドリンク10本サービス!!
※他のクーポン券との併用はできません。

加盟店／有限会社ガーディアン・ズ
オフィスコンビニ彦根店
0120-40-0064

オフィスの中に“Ｍｙコンビニ”をオフィスの中に“Ｍｙコンビニ”を
オフィスコンビニのココがイイ!!
● 毎日のドリンク代、コストダウン
● 好みに合わせて選べる商品
● 欲しい時にすぐそこに
● 契約書不要の簡単申込み
● 定期的な訪問で補充も万全
● 面倒な管理も一切不要

ドリンク
50円～

お菓子・カップラーメン
100円～

料金は飲んだ分だけ！全て格安

お一人様一枚のご利用とさせていただきます。
また、他券との併用はご遠慮ください。

ワンドリンク無料

後三条に昨年12月に本格的な和食が味わえ
るカジュアルな割烹料理店がオープン！
京都祇園の割烹で修業した店主が調理する
料理は、素材にこだわり、味も繊細で美味。
落ち着ける店内も魅力です。ぜひ一度ご賞味
ください。

有効期限2015年6月30日まで

有効期限2015年6月30日まで 有効期限2015年6月30日まで有効期限2015年6月30日まで

有効期限2015年6月30日まで有効期限2015年6月30日まで

○彦根市後三条町478 ○電話番号 0749-23-9822 ○定休日 毎週月曜日
○営業時間 午後5時～午前1時 ○駐車場 道向かいにＰあり

・メニュー
造り盛り合わせ（2人前）
　　　　　　  2,800円
金目鯛西京焼     850円
甘海老唐揚        800円
鯛の土鍋飯     1,200円
                            他

ハモの季節が訪れました。旬の材料に料
理人の心意気と、おもてなしの心を織りま
ぜた会席料理を、お楽しみください。

飲食代
５%OFF他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

彦根市錦町4番23号
tel.0749-22-0063
　　　　24-1011

営業時間
11：00〜14：00
16：00〜20：30（LO）
不定休

御料理 伊勢幾

御料理 伊勢幾 ●月替わり会席（10品）
　　5,000円～（税･サ別）
●たちばな御膳（ミニ会席）
　　3,500円（税･サ別）
●天ぷら定食
　　1,500円（税別）
●和定食
　　2,000円（税別）
●ランチ   2,000円～

写真はイメージです

映像・音響・情報通信システム設計施工　　人にやさしいシステムつくりをモットーに

 本社  〒522-0033 滋賀県彦根市芹川町 593-1     
　　　TEL 0749-22-7903 FAX 0749-23-8202 

京都営業所　〒600-8141 京都市下京区西木屋町通七条上る新日吉町124-3
             　 TEL 075-353-5637　FAX 075-352-2801

 http://www.akebono-tokki.com

非常･業務放送・音響システム 防犯カメラシステム

プロジェクター・AVシステム 画像伝送・TV会議システム

学校・文化ホールなど、あら
ゆる場所において放送設備が
利用されています。また、万
一の災害に備えて非常放送設
備の設置が必要です。当社で
は信頼性のある最新の機器と
確かな技術で提案・設計させ
ていただきます。

鮮明な映像と聴きやすい音響により、PCプレゼンテーションや
ビデオ上映などより簡単な操作で運営できるよう、お客様の声を
反映させながらシステムを構築いたします。

高画質な動画や静止画で多地点プレゼンテーションや会議、遠隔
教育など様々な用途で活用できます。世界中の会議室がネット
でつながります。

ブロードバンドの急速な普及
により、活躍の場が拡大しつ
つあるネットワークカメラ。
さまざまな分野での利用が
増えてきています。

ビデオ上映などより簡単な操作で運営できるよう、お客様の声を

により、活躍の場が拡大しつ
つあるネットワークカメラ。
さまざまな分野での利用が
増えてきています。

若林商事株式会社  営業時間 8：30～17：00 日曜定休（7月・8月無休） 〒522-0254 犬上郡甲良町池寺 1164     

おかげさまで65周年
 tel.0749-38-4133

純氷に魅せられて

夏祭り・イベントにいかがですか？

かち割（純氷） 1kg 210円

■ 糖蜜（1.8L）１本 900円（約40～50分）

■ 皿・スプーン　１set 10円（10set単位）
■ カップ・ストロー  １set 12円（10set単位）

電動かき氷機レンタル
（氷・糖蜜等同時購入の場合）

（イチゴ・レモン・メロン・ブルーハワイ）

■ 1日5,000円

純氷

不純物を全く含まず、結晶が大きく均
一で、硬く溶けにくく無味無臭のた
め、飲み物や食材の本来のうまみを
引き出すことができます。
水道水を念入りにろ過・殺菌して使
用します。原水は食品衛生法に基
づき定期的に検査します。
（結氷速度 平均3mm/時）

307

彦根

八日市

多賀大社

西明寺
湖東三山ＩＣ

若林氷室

西明寺より１km
湖東三山ＩＣより５分

１グループ１枚のご利用とさせていただきます。

飲食代金
５%OFF

近江牛レストラン千成亭

M
A
P

日本料理の伝統を縦糸に、時代の感
性を横糸に、彦根で培われた和牛肉
の美味しさをご堪能ください。 彦根市河原2-2-30

tel.0749-24-6129

営業時間11：00〜22：00

　　　   （L.O.20：30）

＊14：30〜17：00は準備中

定休日 水曜日 

● 近江牛肉すき焼き
　　　　　　4,800円～
● 近江牛肉しゃぶしゃぶ 
　　　　　　5,300円～

www.sennaritei.jp/shop/
                        shop_r_sennaritei.html

近江牛レストラン千成亭

１グループ１枚のご利用とさせていただきます。

飲食代金
５%OFF

もつ鍋 お墨月
M
A
P

千成亭の近江牛や厳選した黒毛和
牛の新鮮なプリプリのもつのみを使
用したもつ鍋と国産鶏肉の宴会コー
スで心和むひとときを！
www.sennaritei.jp/shop/shop_osumitsuki.html

彦根市本町1-7-32

te l .0749-26-2989

営業時間

月〜土18：00〜23：30（L.O.22：30)

日　　18：00〜22：00（L.O.21：00)

定休日 水曜日 

● 和（やわらぎ）コース
    （全 8品）  2,000円
● 華（はなやぎ）コース
    （全12品） 2,500円
● 寿（ことほぎ）コース
    （全14品） 3,500円

もつ鍋 お墨月

おいしい繁盛店には
いい氷がある

氷の
豆知識

一貫目（3.75kg）で約20杯とれます。
翌朝AM9：00までに返却をお願いします。
機械のみのレンタルにつきましては要相談。

商品ラインナップ

板氷 1貫目（3.75kg） 470円
（サイズ　13×13×28cm）

ご希望のサイズにカットできます。
お飲み物・食材の冷やし・かき氷に

※税込

※税込

7月から移転します手間いらずでお使いいただけます。

一貫目（
翌朝A
機械のみのレンタルにつきましては要相談。
翌朝A
一貫目（
翌朝A
機械のみのレンタルにつきましては要相談。
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